
- 1 -

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理

論と実践

石﨑　淳一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義だが、発表やワークを含む。

＜授業の目的＞

この科目は心理学研究科の公認心理師必須科目の講義科

目である。

　この科目では、社会集団、社会システムに関する心理

支援の理論と支援方法について学ぶ。これらは大きく、

以下の２つのテーマからなる。①家族関係等の集団の関

係性に焦点を当てた心理支援の理論と方法。②地域社会

や集団・組織に働きかける心理学的援助に関する理論と

方法。①については、様々なカップルカウンセリングや

家族療法の理論と支援方法について学ぶと共に、夫婦や

親子の支援に関わる医療、福祉、教育、司法、産業の現

場について理解する。②については、グループ療法やコ

ンサルテーション、コミュニティ心理学の理論と支援方

法について学ぶと共に、こうした支援に関わる医療、福

祉、教育、司法、産業の現場について理解する。

　この科目は、心理学研究科のDPの以下の項目に関わる。

すなわち、DP１に示す「公認心理師の主要5分野等で心

理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視野に

立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶことを目指す。

また、同じくDP３の「心理学の理論と実践を相互に関連

づけることで、諸分野の今日的課題の解決の方法を見出

すこと」、さらにDP４の「高い倫理性と強固な責任感を

持って多様な人々と協働し、研究や職務において主体的

な役割を果たすこと」を学ぶことを目指す。

　なお、この科目担当者は、医療や教育の現場で心理専

門職として仕事をする経験をしてきた、実務経験のある

教員である。従って、授業においては心理職の働く現場

での実際の関わり方等についても言及しながら、より実

践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

１．家族関係等の集団の関係性に焦点を当てた心理支援

の理論と方法について説明できる。

２．地域社会や集団・組織に働きかける心理学的援助に

関する理論と方法について説明できる。

３．他職種の協働、連携、地域援助等の重要性と方法に

ついて説明できる。

＜授業のキーワード＞

心理支援、集団、家族、地域、連携

＜授業の進め方＞

受講生が資料を分担して内容の要旨、要点、疑問点等を

発表します。各自で資料の当該箇所を読んできているこ

とが前提となります。内容の要点・論点、注意点につい

て解説し、受講生とともに検討して理解を深めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

必要な学修時間は、資料を読むのに2時間程度と考えま

す。また発表者は、発表準備に５時間程度と考えます。

なお、授業の復習もしてください（２時間程度）。その

他、確認テスト及びレポートの作成のための学修時間を

必要とします（各5時間程度）。

＜提出課題など＞

授業内で前半の終わりと、最終回に確認テストを実施し

ます。また定期試験期間中に最終レポートの提出を求め

ます。定期試験は実施しません。確認テストの正答は授

業中に解説します。

＜成績評価方法・基準＞

授業において見られる意欲・態度（20％）、発表の状態

（20％）、2回の確認テストの結果（40％）、最終レポ

ートの内容（20％）から総合的に評価します。

＜テキスト＞

授業の全体を通してのテキストはありません。

＜参考図書＞

『心理援助の専門職として働くために』『（マリアン・

コーリィ他著、下山晴彦監訳。金剛出版）、その他の参

考書等を適宜、授業内において紹介します。また資料を

配布します。

＜授業計画＞

第1回　生物―心理―社会モデル

統合的パラダイムの認識、「素因－ストレス」モデルな

どを学ぶ。

第2回　集団（グループ）療法

個人から人間関係へ、集団・集団療法とは何か、などを

学ぶ。

第3回　カップル療法と家族療法

カップルの葛藤、合同療法の考え方などを学ぶ。

第4回　コミュニティ心理学

予防と精神保健、精神保健に関わる制度などを学ぶ。

第5回　コミュニティにおける心理支援

心理職の役割、アウトリーチ、政策との関わりなどにつ

いて学ぶ。

第6回　グループを通しての心理支援

介入法としての集団的アプローチの実際について学ぶ。

第7回　前半の振り返りとまとめ

前半の振り返りとまとめを行います。１回目の確認テス

トを実施する。

第8回　個人療法と家族療法を比較する（１）

心理支援の方法として、個人療法のパラダイムと比較し

ながら家族療法のパラダイムについて理解を深める。

第9回　個人療法と家族療法を比較する（２）

心理支援の方法として、個人療法のパラダイムと比較し

ながら家族療法のパラダイムについて理解を深める。

第10回　家族を通しての心理援助（１）
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家族療法のパラダイム、システムズ・アプローチ、ブリ

ーフセラピーについて学ぶ。

第11回　家族を通しての心理援助（２）

家族構造論と機能論、ジェノグラムの理解と活用の仕方

などを学ぶ。

第12回　家族を通しての心理援助（３）

ライフサイクルと子育て支援、愛着と世代間伝達などに

ついて学ぶ。

第13回　問題の統合的な理解とアプローチ（１）

個人心理療法と家族療法を理解した立場から、クライエ

ントの問題をめぐる統合的なアセスメントとアプローチ

について学ぶ。

第14回　問題の統合的な理解とアプローチ（２）

個人心理療法と家族療法を理解した立場から、クライエ

ントの問題をめぐる統合的なアセスメントとアプローチ

について学ぶ。

第15回　全体の振り返りとまとめ

全体の振り返りとまとめを行なう。２回目の確認テスト

を実施する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

教育分野に関する理論と支援の展開

道城　裕貴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業は、心理学研究科DP 1、3に示す、教育の分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけ、心理学

の高度な知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を

発見し、多角的な考察により心理学の理論と実践を相互

に関連づけることで解決の方法を見出すことができるこ

とを目指します。この科目は、公認心理師必須科目・講

義科目に属します。学校現場におけるさまざまな諸問題

を抱える児童生徒へのアセスメント及び支援方法につい

て実践的に学びます。自閉症スペクトラム障害などの発

達障害を含む、特別な教育的ニーズがある児童生徒への

アセスメントや支援、教師や家庭に対するコンサルテー

ション、いじめ、不登校などの問題を抱える児童生徒へ

のカウンセリングについて理解を深めます。巡回相談、

教員研修、スクールカウンセラーなど、教育分野に関わ

る公認心理師の実践について事例等を通して、学校現場

の実情を理解し、実践的技能を高めることを目的として

います。なお、この科目の担当者は神戸市教育委員会の

巡回相談員、明石市教育委員会の巡回指導員等を約15年

間経験した実務経験がある教員です。学校現場での課題

について言及しながら学びを深めていきます。

＜到達目標＞

・教育分野における公認心理師の役割について説明でき

る。(知識)

・教育分野における公認心理師の実践について述べるこ

とができる。(知識)

・教育分野におけるアセスメント、支援、コンサルテー

ションについて説明できる。(知識)

・特別な教育的ニーズがある子ども達の事例的検討を通

じて、教育的見立てを行うことができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

学校臨床、教育分野の法律、アセスメント、コンサルテ

ーション、チーム学校、スクールカウンセラー、公認心

理師の専門性

＜授業の進め方＞

講義形式で進める

＜授業時間外に必要な学修＞

講義ではキーワードを事前に調べ、学習しておくこと(9

0分)。授業後、分からなかった用語などは自分で調べ、

復習を行うこと。事例検討では時間内に終わらない場合

には課題として取り組むこと (90分)。

＜提出課題など＞

授業内において課題提出を求める（詳細は授業で指示す

る）、第15回目に最終レポートを課す。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組み（提出課題）、最終レポートによって

評価する（100％）

＜授業計画＞

第1回　本授業の目的と進め方

授業の目的と進め方等についてのガイダンスを行います。

第2回　教育を取り巻く現状

教育基本法、学校教育法、発達障害者支援法いじめ防止

対策推進法など教育分野における法律について概観し、

特別支援教育、合理的配慮についても具体的に学びます。

第3回　公認心理師の役割

教育分野における現在の心理職について概観し、公認心

理師の役割について理解を深めます。あわせて、教育分

野の施設等についても整理します。

第4回　学校全体を支援する実践

SPBS、RTI、行動コンサルテーションなど、学校全体を

支援する実践モデルについて理解を深めます。

第5回　学校現場でのアセスメント

特別な教育的ニーズがある子ども達への行動観察、機能

的アセスメント、LDI-Rなどの質問紙等、学校現場での

実践に役立つアセスメントについて理解を深めます。

第6回　特別な教育的ニーズがある子どもの問題行動へ

の支援－事例を通して①

教育分野におけるコンサルテーションの事例検討を行い

ます。特別な教育的ニーズがある子どもの事例を理解し、

機能的アセスメントなどを用いて問題行動の機能を特定

し、教師への具体的な支援案を提案します。グループや

ペア学習により、行います。
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第7回　特別な教育的ニーズがある子どもの問題行動へ

の支援－事例を通して②

教育分野におけるコンサルテーションの事例検討を行い

ます。特別な教育的ニーズがある子どもの事例を理解し、

機能的アセスメントなどを用いて問題行動の機能を特定

し、教師への具体的な支援案を提案します。グループや

ペア学習により、行います。

第8回　いじめに悩む児童生徒への支援－事例を通して

スクールカウンセリングにおいて、いじめに悩む児童生

徒へのカウンセリングについて事例を通して理解を深め

ます。

第9回　不登校に悩む児童生徒への支援－事例を通して

スクールカウンセリングにおいて、不登校に悩む児童生

徒へのカウンセリングについて事例を通して理解を深め

ます。

第10回　アセスメント（検査）から支援を考える－事例

を通して①

関係機関から得られた検査結果（例えばWISC-Ⅳ）を元

に、学校での躓きを予測し、学習や学校生活における支

援案を考えます。グループやペア学習により、行います。

第11回　学校での姿から検査結果を予測する－事例を通

して②

前回とは逆に、相談機関の公認心理師として、対象の児

童生徒の検査バッテリーを考え、検査結果を予測するこ

とを通して、アセスメントと支援の関係について理解を

深めます。グループやペア学習により、行います。

第12回　保護者面談－事例を通して

学校で行われる保護者面談について、事例を通して理解

を深めます。グループやペア学習により、行います。

第13回　学級崩壊等の学級全体への支援－事例を通して

学級崩壊など、学級全体が荒れている場合の教師支援に

ついて、事例を通して理解を深めます。グループやペア

学習により、行います。

第14回　チーム学校－多職種連携の重要性

チーム学校、多職種連携を概観し、関係機関へのリファ

ーなど具体的な実践を紹介します。

第15回　本授業の振り返り

授業全体を振り返り、総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心の健康教育に関する理論と実践

岡村　心平

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

新型コロナウイルス感染症の状況次第では遠隔授業での

実施の可能性があります。その場合は「遠隔授業情報」

をご確認ください。

＜授業の目的＞

本科目は心理学研究科DPに示す、「1.医療・福祉・教育

・司法・産業などの様々な分野で心理学の専門性を必要

とする職業を担うための広い視野に立つ心理学の専門的

知識・技能を身につけている」および「4.高い倫理性と

強固な責任感を持って多様な人々と協働して、研究や職

務において主体的な役割を果たすことができる」を目指

すものです。

公認心理師の業務として、公認心理師法では、「心の健

康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の提供

を行うこと」が明記されています。心理職はクライエン

トに対して援助を行うだけでなく、広く「教育」を行う

ことが必要です。

本科目では、公認心理師として、現場で求められる「心

の健康教育」が実際に行えるよう、主に基本の傾聴とス

トレスマネジメントの観点から理論と実践を取り上げま

す。

なおこの授業は、教育・医療・産業領域において臨床業

務に関わり、心理的支援の実務経験を有する臨床心理士

・公認心理師である教員が担当します。

＜到達目標＞

1.　心の健康教育の位置づけと意義を理解し、説明でき

る。

2.　心の健康教育に必要な知識と技能を身に着け、実践

できる。

3.　実際に心の健康教育プログラムを立案し、実行する

ことができる。

＜授業の進め方＞

前半は講義と実習（ワーク体験）を中心に進めます。後

半は、各自で「心の健康教育」（レクチャー+体験ワー

ク含む）プログラムを立案してもらいます。ファシリテ

ーター（実施者）として、学生を受講生に見立ててプロ

グラムを実施し、フィードバックを受けます。プログラ

ム・ファシリテーションはビデオ撮影し、立ち居振る舞

いも含めて自分で振り返りを行い、最終レポートにまと

めます。自分で最低60分の「心の健康教育」が実施でき

る力をつけてもらいます。

＜履修するにあたって＞

心理職が研修・教育を行う強みは、体験型ワークを適切

に盛り込めることです。自分なりにいろいろなワークシ

ョップ（学会関係、その他学外のもの）に参加して、使

えるワークの引き出しを増やすよう心掛けてください。

お互いのプログラムについては、よいところも気になる

点も積極的に指摘してください。今のうちに腕を磨きま

しょう。現場に出たらだれもなにも言ってくれません。

仕事が来なくなるだけです。

＜授業時間外に必要な学修＞

プログラムの作成（6時間）、プログラムのリハーサル
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（2時間）、最終レポートの作成（3時間）。その他、各

自でワークショップに出席する、文献を読む、ワークを

自分なりに体験してみるなど自主的に学習すること。

＜提出課題など＞

授業内で実施したワークについてのミニレポート（授業

中に作成）、心の健康教育プログラムの資料（パワーポ

イント等）、最終レポート。

＜成績評価方法・基準＞

授業の際のミニ課題（20％）、プログラムの内容とファ

シリテーション（50％）、最終レポート（30％）

＊指定した書式・内容を満たしていないレポート、およ

び提出期限に遅れた提出物は減点します。

＊プログラムの実施にあたっては、明らかにリハーサル

をしていない場合、また指定した内容に沿っていない（

大幅に指定時間よりも短い、内容が指定と異なるなど）

場合は減点します。

＜参考図書＞

『セルフヘルプ・グループとサポート・グループ実施ガ

イド―始め方・続け方・終わり方』高松里、金剛出版

『産業保健スタッフのためのセルフケア支援マニュアル

: ストレスチェックと連動した相談の進め方』島津明人、

種市康太郎、誠信書房

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について説明。

第2回　こころの健康教育とは

こころの健康教育について、公認心理師法、労働安全衛

生法などの視点からその位置づけと必要性について解説

する。

第3回　4つのケア

厚生労働省の定める「4つのケア」の観点から、心の健

康教育に必要な内容および多職種との連携について解説

する。

第4回　ストレスマネジメント

セルフケアの基本であるストレスマネジメントについて、

ワーク体験を中心に学ぶ。

第5回　「傾聴」を教える

傾聴を短い時間でどう教えるか、についての解説とワー

ク体験。

第6回　研修の組み立て方

研修をどのように組み立てるかについて、解説します。

その後、各自が自分の対象とする領域を選び、どのよう

に研修を行うか考えます。

第7回　各自の「心の健康教育」の発表と実施

各自が「心の健康教育」のプログラムを作成し、授業内

で実施します。実施した後、他の学生からのフィードバ

ックを受けます。

＊実施に先立って、必ず「リハーサル」をして、所要時

間と進め方の確認を行うこと。

〈担当者の発表準備時間の目安：6時間程度〉

〈発表前のリハーサル：2時間程度〉

〈事後学習としてフィードバックについて振り返り：30

分程度〉

第8回　各自の「心の健康教育」の発表と実施

各自が「心の健康教育」のプログラムを作成し、授業内

で実施します。実施した後、他の学生からのフィードバ

ックを受けます。

＊実施に先立って、必ず「リハーサル」をして、所要時

間と進め方の確認を行うこと。

〈担当者の発表準備時間の目安：6時間程度〉

〈発表前のリハーサル：2時間程度〉

〈事後学習としてフィードバックについて振り返り：30

分程度〉

第9回　各自の「心の健康教育」の発表と実施

各自が「心の健康教育」のプログラムを作成し、授業内

で実施します。実施した後、他の学生からのフィードバ

ックを受けます。

＊実施に先立って、必ず「リハーサル」をして、所要時

間と進め方の確認を行うこと。

〈担当者の発表準備時間の目安：6時間程度〉

〈発表前のリハーサル：2時間程度〉

〈事後学習としてフィードバックについて振り返り：30

分程度〉

第10回　各自の「心の健康教育」の発表と実施

各自が「心の健康教育」のプログラムを作成し、授業内

で実施します。実施した後、他の学生からのフィードバ

ックを受けます。

＊実施に先立って、必ず「リハーサル」をして、所要時

間と進め方の確認を行うこと。

〈担当者の発表準備時間の目安：6時間程度〉

〈発表前のリハーサル：2時間程度〉

〈事後学習としてフィードバックについて振り返り：30

分程度〉

第11回　各自の「心の健康教育」の発表と実施

各自が「心の健康教育」のプログラムを作成し、授業内

で実施します。実施した後、他の学生からのフィードバ

ックを受けます。

＊実施に先立って、必ず「リハーサル」をして、所要時

間と進め方の確認を行うこと。

〈担当者の発表準備時間の目安：6時間程度〉

〈発表前のリハーサル：2時間程度〉

〈事後学習としてフィードバックについて振り返り：30

分程度〉

第12回　各自の「心の健康教育」の発表と実施

各自が「心の健康教育」のプログラムを作成し、授業内

で実施します。実施した後、他の学生からのフィードバ

ックを受けます。

＊実施に先立って、必ず「リハーサル」をして、所要時

間と進め方の確認を行うこと。

〈担当者の発表準備時間の目安：6時間程度〉
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〈発表前のリハーサル：2時間程度〉

〈事後学習としてフィードバックについて振り返り：30

分程度〉

第13回　各自の「心の健康教育」の発表と実施

各自が「心の健康教育」のプログラムを作成し、授業内

で実施します。実施した後、他の学生からのフィードバ

ックを受けます。

＊実施に先立って、必ず「リハーサル」をして、所要時

間と進め方の確認を行うこと。

〈担当者の発表準備時間の目安：6時間程度〉

〈発表前のリハーサル：2時間程度〉

〈事後学習としてフィードバックについて振り返り：30

分程度〉

第14回　各自の「心の健康教育」の発表と実施

各自が「心の健康教育」のプログラムを作成し、授業内

で実施します。実施した後、他の学生からのフィードバ

ックを受けます。

＊実施に先立って、必ず「リハーサル」をして、所要時

間と進め方の確認を行うこと。

〈担当者の発表準備時間の目安：6時間程度〉

〈発表前のリハーサル：2時間程度〉

〈事後学習としてフィードバックについて振り返り：30

分程度〉

第15回　各自の「心の健康教育」の発表と実施

各自が「心の健康教育」のプログラムを作成し、授業内

で実施します。実施した後、他の学生からのフィードバ

ックを受けます。

＊実施に先立って、必ず「リハーサル」をして、所要時

間と進め方の確認を行うこと。

〈担当者の発表準備時間の目安：6時間程度〉

〈発表前のリハーサル：2時間程度〉

〈事後学習としてフィードバックについて振り返り：30

分程度〉

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

産業・労働分野に関する理論と支援の展開

中川　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業は、心理学研究科DP 1、3に示す、産業・労働

の分野で心理学の専門性を必要とする職業を担うための

広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけ、

心理学の高度な知識と技能を活用し様々な分野の今日的

課題を発見し、多角的な考察により心理学の理論と実践

を相互に関連づけることで解決の方法を見出すことがで

きることを目指します。この科目は、公認心理師必須科

目・講義科目に属します。

精神障害による労災請求件数、および決定件数は年々増

加傾向にあり、2015年12月より50名以上の従業員がいる

事業所を持つ企業では、ストレスチェックの実施が義務

づけられるようになりました。また、2018年にはストレ

スチェックの実施者として必要な研修を修了した公認心

理師が加えられました。このような時代背景において、

将来、心理の専門家として社会に参加するうえで、職場

のメンタルヘルス対策のあり方について理解しておくこ

とは必要不可欠と言えます。この授業では、働く人たち

のメンタルヘルスに関する基礎知識、およびメンタルヘ

ルス対策の取り組みについて習得することを目指します。

なお、この授業は、リワーク、外部EAP、企業など、産

業分野で心理士としての実務経験を10年以上有する教員

が担当を行います。

＜到達目標＞

・産業・労働分野における公認心理師の役割について理

解する。(知識)

・産業・労働分野における公認心理師の実践について理

解する。(知識)

・産業・労働分野における個人と組織のアセスメント、

カウンセリング、コンサルテーションについて理解し、

説明できる。(技能)

＜授業のキーワード＞

職場のメンタルヘルス、ストレスチェック、復職支援、

職場環境改善、労務管理

＜授業の進め方＞

各回の前半は、各回の主題に関して、受講生による発表

および講義形式で授業を進め、授業の後半にディスカッ

ションを行います。

＜履修するにあたって＞

心理学の専門知識に加え、現代社会における労働の問題

についても関心を持ち、新聞やニュースを通して情報収

集に努めてほしいと思います。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の授業の事前学習としてテキストの該当箇所につい

て予習する（90分程度）

各回の授業の事後学習としてテキストの該当箇所につい

て小レポートを作成する（90分程度）

＜提出課題など＞

各回の小レポート、および期末レポートの提出を求めま

す。

授業時間内で評価のフィードバックを行います。

＜成績評価方法・基準＞

3分の2以上の出席をもって評価の対象とする

①期末レポート（25%）

②毎回の小レポート（75%）

＜テキスト＞

職場のメンタルヘルス　事例で学ぶ考え方と実践ポイン

ト　川上憲人　大修館書店

＜参考図書＞
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職場のメンタルヘルス　事例で学ぶ考え方と実践ポイン

ト　川上憲人　大修館書店

産業・組織心理学を学ぶ　金井篤子　編　北大路書房

働く人たちのメンタルへルス対策と実務　森下高治・本

岡寛子・枚田香　ナカニシヤ出版

職場におけるメンタルヘルスのスペシャリストBOOK　川

上憲人・堤 明純 監修　培風館

＜授業計画＞

第1回　職場のメンタルヘルスの重要性について

職場のメンタルヘルスの重要性について、働く人、会社

の双方の視点から考察し、議論する。

第2回　働く人のストレスとメンタルヘルス不調につい

て

働く人たちのメンタルヘルス不調の実際と働く人たちの

ストレスについて学び、対策について議論する。

第3回　働く人たちの心の病と精神障害等による労働災

害・過労自殺

働く人たちの心の病と精神障害等による労働災害・過労

自殺についての現状を知り、課題と対策について議論す

る。

第4回　メンタルヘルス不調への気づきと対応

管理監督者によるメンタルヘルス不調への気づきと相談

対応について学び、職場のメンタルヘルスに関する二次

予防対策の在り方について議論する。

第5回　職場復帰の支援

メンタルヘルス不調で休業した従業員の職場復帰支援に

ついて学び、職場のメンタルヘルスに関する三次予防対

策について議論する。

第6回　自殺予防

事例を通して自殺の可能性のある部下への対応や自殺発

生後の職場への危機介入について検討する。

第7回　ストレスチェック制度

ストレスチェック制度の理解や、個人と職場組織のスト

レス評価の方法について学び、習得する。

第8回　職場環境改善

職場環境改善の取り組みについて学び、働きやすい職場

づくりに向けたアプローチについて議論する。

第9回　予防のためのストレスマネジメント

産業・労働分野におけるストレスマネジメント、リラク

セーション法の導入について議論する。

第10回　職場の人間関係

職場における人間関係管理やハラスメントについての現

状課題を知り、対策について議論する。

第11回　働くことの意味

労働条件管理や職務設計などの観点から働くことの意味

の理解について議論する。

第12回　リーダーシップ

リーダーシップに関する知見を学び、組織行動の観点か

ら職場のマネジメントについて議論する。

第13回　仕事へのモチベーション

ワークモチベーションに関する知見から、職場の生産性

向上に向けた心理の専門家による介入について議論する。

第14回　組織開発

多様な価値観や働きかたを育む組織開発の在り方につい

て検討し、個人と組織に対する心理学的アプローチにつ

いて議論する。

第15回　総括

産業・労働分野における公認心理師の活用について検討

し、議論する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開

板山　昂

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は心理学研究科のDP1・3に示す、司法分野で心

理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視野に

立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること、心理

学の高度な知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題

を発見し、多角的な考察により心理学の理論と実践を相

互に関連づけることで解決の方法を見出すことができる

ことを目指す。

この科目は、司法/犯罪分野に関わる理論を概観し、次

に心理師としての関与の方法や支援策について学びます。

支援を提供する側とされる側、そして関連機関等の様々

な視点から助言や処遇プログラムを考えられるようにな

ることを目的とします。

なお、この科目の担当者は、司法・犯罪分野の職務・実

務経験のある教員ではない（刑務所内での特別改善指導

における教科教育指導に携わったことはある）。

＜到達目標＞

犯罪や非行に至る原因や心理の分析､再犯・再非行のリ

スク評価、矯正・更生のための指導・助言等、被害者へ

の支援について理解することができる。

＜授業のキーワード＞

犯罪原因論、犯罪予防、犯罪捜査、社会内処遇・施設内

処遇、被害者支援

＜授業の進め方＞

講義を中心に進めながら、グループワーク、ディスカッ

ション、プレゼンテーションを取り入れる。

＜履修するにあたって＞

授業の特性上、履修中は毎日、新聞記事、TVニュース等

の犯罪関連の情報に触れておくこと。その時に発生した

事件等を事例として講義、ワークをすることがある。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回に課すレポート（復習：1時間）および次回の予習

（事例を読むなど：1時間）



- 7 -

＜提出課題など＞

各回に課すレポート。そのレポートを次回、前回の復習

を兼ねて発表する。

＜成績評価方法・基準＞

各回に課すレポート：60%、授業中の質疑・発表：40%

＜テキスト＞

レジュメを配布する予定

＜参考図書＞

レジュメを配布する予定

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション・司法/犯罪心理学の概要

犯罪・非行に関わる心理学について概説し、各事件別に

統計から見た犯罪・非行の推移、実態及び主な動機・背

景などを学ぶ

第2回　司法システムと司法・犯罪心理学

捜査機関である警察・検察、家裁の段階、処遇決定後の

処遇機関（保護観察・少年院）など、職種・仕事、事件

の取扱い、流れについて学ぶ

第3回　犯罪原因に関する理論について①

生物学的原因論、心理学的原因論、家族理論、社会学的

原因論について学ぶ

第4回　犯罪原因に関する理論について②

状況・環境要因的原因論について学ぶ

第5回　窃盗・強盗について

窃盗・強盗の背景について学び、さらに更生のための支

援策について検討する

第6回　DVとデートバイオレンスについて

親密な関係における暴力の背景、制度等について学び、

さらに解決のための支援策について検討する

第7回　ストーキングについて

ストーキングの背景、制度等について学び、さらに解決

のための支援策について検討する

第8回　虐待について

虐待の背景、制度等について学び、さらに解決のための

支援策について検討する

第9回　性犯罪について

性犯罪の背景、制度等について学び、さらに解決のため

の支援策について検討する

第10回　非行・犯罪者に対する面接

非行・犯罪者に対する面接について，配慮すべき点やア

プローチについて学ぶ

第11回　関係機関との連携

司法機関と児童相談所・児童福祉施設・保護観察所，地

域生活定着支援センター等との連携及びそこでの心理職

の役割を学ぶ

第12回　被害者への支援

被害者に関する支援の制度実状、面接の留意点について

学ぶ

第13回　子どもへの司法面接

被害者や目撃者の面接について概要、特に犯罪場面に遭

遇した子どもから情報を聴き取るための子どもに対する

司法面接の方法について学ぶ

第14回　修復的司法

被害者と加害者、そしてコミュニティを修復する「修復

的司法」の考え方について学ぶ

第15回　まとめ

振り返りと全体のまとめを行う

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

福祉分野に関する理論と支援の展開

小山　正

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業は、心理学研究科DP 1、3に示す、福祉分野で

心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視野

に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけ、心理学の

高度な知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発

見し、多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に

関連づけることで解決の方法を見出すことができること

を目指します。この科目は、公認心理師必須科目・講義

科目に属します。障害者の日常生活および社会生活を総

合的に支援する障害福祉サービス事業、障害者支援施設、

地域活動センター、福祉ホーム、障害児通所支援事業、

障害児相談支援事業、児童福祉施設、児童相談所、およ

び就学前の子どもの教育・保育等の場、保健所・保健セ

ンター、発達障害者支援センター等の福祉の分野に関わ

る公認心理師の実践を行うために必要な基礎知識と理論

を臨床発達心理学的立場から述べます。また事例検討を

通して、福祉現場の実情を理解し、実践的技能を高める

ことを目的としています。なお、この科目の担当者は児

童相談所、児童福祉センター療育部門での心理判定員と

して9年間経験した実務経験がある教員です。児童福祉

の現場での課題について言及しながら学びを深めていき

ます。

＜到達目標＞

・各福祉施設の役割について説明できる。(知識)

・各福祉施設における公認心理師の役割について説明で

きる。(知識)

・福祉分野における公認心理師の実践について述べるこ

とができる。(知識)

・臨床発達心理学的観点から支援について説明できる。

(知識)

・子どもの諸行動について発達的な見方ができる。(技

能)

＜授業のキーワード＞

児童・家庭福祉、保健福祉、障害者福祉、高齢者福祉、
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公認心理師の専門性

＜授業の進め方＞

各回の前半は、各回の主題に関して、講義形式で授業を

進め、授業の後半にディスカッションを行います。

＜履修するにあたって＞

地域の福祉施設やその現状について調べておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義の前に前回の配布資料、参考図書を読んでおくこと

　(90分)。授業後、参考図書、配布資料により討論のま

とめ、復習を行う (90分)。

＜提出課題など＞

小レポートと学期末にまとめのレポートを提出します。

小レポートについては、適宜、記述のポイントなど、講

述、総評を行います。

まとめのレポートついては、最終回にコメント、講評を

行います。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席をもって単位の認定・評

価の対象になります。成績評価は　、小レポート(70%)

と、 まとめのレポート (30%) によって総合的に評価し

ます。レポートの課題は適時示します。

＜参考図書＞

ハリス，M.　& ウェスターマン,G. (著)， 小山　正・

松下　淑 (訳) 「発達心理学ガイドブック: 子どもの発

達理解のために」 　、明石書店　、　 2019年

小椋たみ子・小山　正・水野久美 (著)　「乳幼児期の

ことばの発達とその遅れ: 保育・発達を学ぶ人のための

基礎知識」　、ミネルヴァ書房　、2018年　。

＜授業計画＞

第1回　本授業の目的と進め方

授業の目的と進め方等についてのガイダンスを行います。

第2回　保健福祉領域

保健所、保健センターでの公認心理師の役割について理

解を深めます。

第3回　児童・家庭福祉領域

児童福祉施設について理解を深めます。

第4回　児童相談所の役割

児童相談所の任務、役割、業務、一時保護所の運営等に

ついて学びます。

第5回　認定こども園

認定こども園における子育て支援の実際と公認心理師の

役割について学びます。

第6回　発達障害者支援センターの役割

発達障害や発達障害に対する発達支援などのを行う地域

拠点施設である発達障害者支援センター等について理解

を深めます。

第7回　障害者福祉領域

障害者支援施設、福祉ホーム、障害者職業センター等の

施設の役割と機能について理解を深めます。

第8回　高齢者福祉領域

老人福祉施設、地域包括支援センター等について理解を

深めます。

第9回　各施設職員との連携

ここでは事例を通して、各施設職員と公認心理師との連

携について学びます。

第10回　ケース処遇について

事例を通して、それぞれの社会資源の役割、機能につい

て理解を深めます。

第11回　虐待の予防、子育て支援

虐待発生時の早期発見と対応、被虐待児への支援などに

ついて事例を通して学びます。

第12回　発達障害への支援

発達障害について理解を深め、発達障害への支援の在り

方について事例を通して考えていきます。

第13回　支援の充実に向けて

支援ニーズの多様化への対応とより充実した支援に向け

ての今後の課題について考えます。

第14回　福祉分野での公認心理師の役割

公認心理師の福祉分野での役割と課題について整理しま

す。

第15回　本授業の振り返り

授業全体を振り返り、総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅰ

石﨑　淳一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科DP 1、 2、3に示す心理学の

専門性を必要とする職業を担うための広い視野に立つ心

理学の専門的知識・技能を身につけること、先行研究や

文献を広く学び研究方法を身につけることによって心理

学研究を進めること、心理学の高度な知識と技能を活用

し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な考察によ

り心理学の理論と実践を相互に関連づけることで解決の

方法を見出すことができることを目指しています。本演

習では、これまで修得した心理学の知識を踏まえ、自分

自身の研究やそれに関連する先行研究を実社会における

実践の観点も踏まえながら批判的に捉え、心理学におけ

る理論と現実社会における実践を関連づけるための視点

・視座を確立することを目的とします。受講生が自分自

身の研究計画や関連する先行研究に関する話題を提供し、

それについて議論を行うという演習形式で実施します。

この科目の学修を通して、受講生は、自分自身の問題意

識を深め、新しいリサーチクエスションを設定すること

ができます。また、本演習では、ケースカンファレンス

等を通して、心理専門職としての心理学的支援の技能を
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獲得できることも目指します。

なお、本授業の担当者は公認心理師であり、心理職とし

ての実務経験のある教員です。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマ設定し、その位置づけについて述べ

ることができる。(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・研究倫理につい理解し、それを遵守できる。(態度・

習慣)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・心理学的実践と理論との関連について述べることがで

きる。(知識)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

受講生の人数は、4月当初まで確定しないので、下記の

授業計画は3名の受講生があると仮定し、確定後に受講

生人数に合わせて授業計画を調整する。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない（目安は週3時間

程度）。

＜提出課題など＞

授業では、受講生は順番を決めて各自の研究および各種

実習の経過や成果、関連文献の紹介などを発表する。そ

の際、パワーポイントを用いること。発表のあと他の受

講生との間で質疑応答を行い、内容を深める。

・発表者以外の者も必ず出席して発言する。

・発表者は必ず説明資料（発表レジュメ）を配布のうえ

発表する。

・授業時間以外に、各自が実験や調査などの実地の予備

的作業を進めるとともに、文献検索・読み込みなどを行

う。

それぞれの発表に対して、それぞれの授業の最後に教員

は改善点などについて講評し、フィードバックとする。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。

遅刻・早退は欠席とみなし、公的な欠席届を提出した場

合は原則として出席扱いとしますが、その上限は2回ま

でとします。成績評価は発表内容50%、出席状況、及び

討論時の発言、意見など授業への参加態度の積極性50%

で総合的に判断します。

発表内容の目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さ

などについて適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　研究テーマに関する発表と討議1

第1発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第3回　研究テーマに関する発表と討議2

第2発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第4回　研究テーマに関する発表と討議3

第3発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第5回　研究方法に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第6回　研究方法に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第7回　研究方法に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第8回　研究倫理に関する検討と討議1

第1発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第9回　研究倫理に関する検討と討議2

第2発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第10回　研究倫理に関する検討と討議3

第3発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第11回　研究資料収集に関する課題の確認と現状報告

受講生各自の研究資料収集に関する現状報告とその課題

の確認

第12回　研究計画に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第13回　研究計画に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第14回　研究計画に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第15回　本授業のふりかえり
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受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅰ

山本　恭子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科DP 1、 2、3に示す心理学の

専門性を必要とする職業を担うための広い視野に立つ心

理学の専門的知識・技能を身につけること、先行研究や

文献を広く学び研究方法を身につけることによって心理

学研究を進めること、心理学の高度な知識と技能を活用

し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な考察によ

り心理学の理論と実践を相互に関連づけることで解決の

方法を見出すことができることを目指しています。本演

習では、これまで修得した心理学の知識を踏まえ、自分

自身の研究やそれに関連する先行研究を実社会における

実践の観点も踏まえながら批判的に捉え、心理学におけ

る理論と現実社会における実践を関連づけるための視点

・視座を確立することを目的とします。受講生が自分自

身の研究計画や関連する先行研究に関する話題を提供し、

それについて議論を行うという演習形式で実施します。

この科目の学修を通して、受講生は、自分自身の問題意

識を深め、新しいリサーチクエスションを設定すること

ができます。また、本演習では、ケースカンファレンス

等を通して、心理専門職としての心理学的支援の技能を

獲得できることも目指します。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマ設定し、その位置づけについて述べ

ることができる。(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・研究倫理につい理解し、それを遵守できる。(態度・

習慣)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・心理学的実践と理論との関連について述べることがで

きる。(知識)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

受講生の人数は、4月当初まで確定しないので、下記の

授業計画は3名の受講生があると仮定し、確定後に受講

生人数に合わせて授業計画を調整する。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない（目安は週3時間

程度）。

＜提出課題など＞

発表の仕方と提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出結果と演習参加状況により総合的に評価する。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　研究テーマに関する発表と討議1

第1発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第3回　研究テーマに関する発表と討議2

第2発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第4回　研究テーマに関する発表と討議3

第3発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第5回　研究方法に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第6回　研究方法に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第7回　研究方法に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第8回　研究倫理に関する検討と討議1

第1発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第9回　研究倫理に関する検討と討議2

第2発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第10回　研究倫理に関する検討と討議3

第3発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第11回　研究資料収集に関する課題の確認と現状報告

受講生各自の研究資料収集に関する現状報告とその課題

の確認

第12回　研究計画に関する発表と討議1
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第1発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第13回　研究計画に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第14回　研究計画に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第15回　本授業のふりかえり

受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅰ

難波　愛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科DP 1、 2、3に示す心理学の

専門性を必要とする職業を担うための広い視野に立つ心

理学の専門的知識・技能を身につけること、先行研究や

文献を広く学び研究方法を身につけることによって心理

学研究を進めること、心理学の高度な知識と技能を活用

し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な考察によ

り心理学の理論と実践を相互に関連づけることで解決の

方法を見出すことができることを目指しています。本演

習では、これまで修得した心理学の知識を踏まえ、自分

自身の研究やそれに関連する先行研究を実社会における

実践の観点も踏まえながら批判的に捉え、心理学におけ

る理論と現実社会における実践を関連づけるための視点

・視座を確立することを目的とします。受講生が自分自

身の研究計画や関連する先行研究に関する話題を提供し、

それについて議論を行うという演習形式で実施します。

この科目の学修を通して、受講生は、自分自身の問題意

識を深め、新しいリサーチクエスションを設定すること

ができます。また、本演習では、ケースカンファレンス

等を通して、心理専門職としての心理学的支援の技能を

獲得できることも目指します。

なお、本科目の担当教員は教育領域で25年の実務経験が

あり、現在も教育現場での支援活動を行っている。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマ設定し、その位置づけについて述べ

ることができる。(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・研究倫理につい理解し、それを遵守できる。(態度・

習慣)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・心理学的実践と理論との関連について述べることがで

きる。(知識)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない（目安は週3時間

程度）。

＜提出課題など＞

授業では、受講生は順番を決めて各自の研究および各種

実習の経過や成果、関連文献の紹介などを発表する。そ

の際、パワーポイントを用いること。発表のあと他の受

講生との間で質疑応答を行い、内容を深める。

・発表者以外の者も必ず出席して発言する。

・発表者は必ず説明資料（発表レジュメ）を配布のうえ

発表する。

・授業時間以外に、各自が実験や調査などの実地の予備

的作業を進めるとともに、文献検索・読み込みなどを行

う。

それぞれの発表に対して、それぞれの授業の最後に教員

は改善点などについて講評し、フィードバックとする。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。

遅刻・早退は欠席とみなし、公的な欠席届を提出した場

合は原則として出席扱いとしますが、その上限は2回ま

でとします。成績評価は発表内容50%、出席状況、及び

討論時の発言、意見など授業への参加態度の積極性50%

で総合的に判断します。

発表内容の目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さ

などについて適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　研究テーマに関する発表と討議1

第1発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第3回　研究テーマに関する発表と討議2

第2発表者が研究テーマについて発表し、討議する。
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第4回　研究テーマに関する発表と討議3

第3発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第5回　研究方法に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第6回　研究方法に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第7回　研究方法に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第8回　研究倫理に関する検討と討議1

第1発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第9回　研究倫理に関する検討と討議2

第2発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第10回　研究倫理に関する検討と討議3

第3発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第11回　研究資料収集に関する課題の確認と現状報告

受講生各自の研究資料収集に関する現状報告とその課題

の確認

第12回　研究計画に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第13回　研究計画に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第14回　研究計画に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第15回　本授業のふりかえり

受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅰ

小久保　香江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜到達目標＞

・自らの研究テーマ設定し、その位置づけについて述べ

ることができる。(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・研究倫理につい理解し、それを遵守できる。(態度・

習慣)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・心理学的実践と理論との関連について述べることがで

きる。(知識)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

受講生の人数は、4月当初まで確定しないので、下記の

授業計画は3名の受講生があると仮定し、確定後に受講

生人数に合わせて授業計画を調整する。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない（目安は週3時間

程度）。

＜提出課題など＞

授業では、受講生は順番を決めて各自の研究および各種

実習の経過や成果、関連文献の紹介などを発表する。そ

の際、パワーポイントを用いること。発表のあと他の受

講生との間で質疑応答を行い、内容を深める。

・発表者以外の者も必ず出席して発言する。

・発表者は必ず説明資料（発表レジュメ）を配布のうえ

発表する。

・授業時間以外に、各自が実験や調査などの実地の予備

的作業を進めるとともに、文献検索・読み込みなどを行

う。

それぞれの発表に対して、それぞれの授業の最後に教員

は改善点などについて講評し、フィードバックとする。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。

遅刻・早退は欠席とみなし、公的な欠席届を提出した場

合は原則として出席扱いとしますが、その上限は2回ま

でとします。成績評価は発表内容50%、出席状況、及び

討論時の発言、意見など授業への参加態度の積極性50%

で総合的に判断します。

発表内容の目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さ

などについて適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション
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授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　研究テーマに関する発表と討議1

第1発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第3回　研究テーマに関する発表と討議2

第2発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第4回　研究テーマに関する発表と討議3

第3発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第5回　研究方法に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第6回　研究方法に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第7回　研究方法に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第8回　研究倫理に関する検討と討議1

第1発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第9回　研究倫理に関する検討と討議2

第2発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第10回　研究倫理に関する検討と討議3

第3発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第11回　研究資料収集に関する課題の確認と現状報告

受講生各自の研究資料収集に関する現状報告とその課題

の確認

第12回　研究計画に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第13回　研究計画に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第14回　研究計画に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第15回　本授業のふりかえり

受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅰ

道城　裕貴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科DP 1、 2、3に示す心理学の

専門性を必要とする職業を担うための広い視野に立つ心

理学の専門的知識・技能を身につけること、先行研究や

文献を広く学び研究方法を身につけることによって心理

学研究を進めること、心理学の高度な知識と技能を活用

し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な考察によ

り心理学の理論と実践を相互に関連づけることで解決の

方法を見出すことができることを目指しています。本演

習では、これまで修得した心理学の知識を踏まえ、自分

自身の研究やそれに関連する先行研究を実社会における

実践の観点も踏まえながら批判的に捉え、心理学におけ

る理論と現実社会における実践を関連づけるための視点

・視座を確立することを目的とします。受講生が自分自

身の研究計画や関連する先行研究に関する話題を提供し、

それについて議論を行うという演習形式で実施します。

この科目の学修を通して、受講生は、自分自身の問題意

識を深め、新しいリサーチクエスションを設定すること

ができます。また、本演習では、ケースカンファレンス

等を通して、心理専門職としての心理学的支援の技能を

獲得できることも目指します。

　なお、この演習担当者は公認心理師であり，教育現場

で約15年の心理実践の経験があります。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマ設定し、その位置づけについて述べ

ることができる。(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・研究倫理につい理解し、それを遵守できる。(態度・

習慣)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・心理学的実践と理論との関連について述べることがで

きる。(知識)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

受講生の人数は、4月当初まで確定しないので、下記の

授業計画は3名の受講生があると仮定し、確定後に受講
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生人数に合わせて授業計画を調整する。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない（目安は週3時間

程度）。

＜提出課題など＞

授業では、受講生は順番を決めて各自の研究および各種

実習の経過や成果、関連文献の紹介などを発表する。そ

の際、パワーポイントを用いること。発表のあと他の受

講生との間で質疑応答を行い、内容を深める。

・発表者以外の者も必ず出席して発言する。

・発表者は必ず説明資料（発表レジュメ）を配布のうえ

発表する。

・授業時間以外に、各自が実験や調査などの実地の予備

的作業を進めるとともに、文献検索・読み込みなどを行

う。

それぞれの発表に対して、それぞれの授業の最後に教員

は改善点などについて講評し、フィードバックとする。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。

遅刻・早退は欠席とみなし、公的な欠席届を提出した場

合は原則として出席扱いとしますが、その上限は2回ま

でとします。成績評価は発表内容50%、出席状況、及び

討論時の発言、意見など授業への参加態度の積極性50%

で総合的に判断します。

発表内容の目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さ

などについて適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　研究テーマに関する発表と討議1

第1発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第3回　研究テーマに関する発表と討議2

第2発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第4回　研究テーマに関する発表と討議3

第3発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第5回　研究方法に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第6回　研究方法に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第7回　研究方法に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第8回　研究倫理に関する検討と討議1

第1発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第9回　研究倫理に関する検討と討議2

第2発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第10回　研究倫理に関する検討と討議3

第3発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第11回　研究資料収集に関する課題の確認と現状報告

受講生各自の研究資料収集に関する現状報告とその課題

の確認

第12回　研究計画に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第13回　研究計画に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第14回　研究計画に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第15回　本授業のふりかえり

受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅰ

中川　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科DP 1、 2、3に示す心理学の

専門性を必要とする職業を担うための広い視野に立つ心

理学の専門的知識・技能を身につけること、先行研究や

文献を広く学び研究方法を身につけることによって心理

学研究を進めること、心理学の高度な知識と技能を活用

し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な考察によ

り心理学の理論と実践を相互に関連づけることで解決の

方法を見出すことができることを目指しています。本演

習では、これまで修得した心理学の知識を踏まえ、自分

自身の研究やそれに関連する先行研究を実社会における

実践の観点も踏まえながら批判的に捉え、心理学におけ
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る理論と現実社会における実践を関連づけるための視点

・視座を確立することを目的とします。受講生が自分自

身の研究計画や関連する先行研究に関する話題を提供し、

それについて議論を行うという演習形式で実施します。

この科目の学修を通して、受講生は、自分自身の問題意

識を深め、新しいリサーチクエスションを設定すること

ができます。また、本演習では、ケースカンファレンス

等を通して、心理専門職としての心理学的支援の技能を

獲得できることも目指します。

なお、この授業は産業分野における実務経験を10年以上

有する教員が担当を行います。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマ設定し、その位置づけについて述べ

ることができる。(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・研究倫理につい理解し、それを遵守できる。(態度・

習慣)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・心理学的実践と理論との関連について述べることがで

きる。(知識)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

受講生の人数は、4月当初まで確定しないので、下記の

授業計画は3名の受講生があると仮定し、確定後に受講

生人数に合わせて授業計画を調整する。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない（目安は週3時間

程度）。

＜提出課題など＞

授業では、受講生は順番を決めて各自の研究および各種

実習の経過や成果、関連文献の紹介などを発表する。そ

の際、パワーポイントを用いること。発表のあと他の受

講生との間で質疑応答を行い、内容を深める。

・発表者以外の者も必ず出席して発言する。

・発表者は必ず説明資料（発表レジュメ）を配布のうえ

発表する。

・授業時間以外に、各自が実験や調査などの実地の予備

的作業を進めるとともに、文献検索・読み込みなどを行

う。

それぞれの発表に対して、それぞれの授業の最後に教員

は改善点などについて講評し、フィードバックとする。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。

遅刻・早退は欠席とみなし、公的な欠席届を提出した場

合は原則として出席扱いとしますが、その上限は2回ま

でとします。成績評価は発表内容50%、出席状況、及び

討論時の発言、意見など授業への参加態度の積極性50%

で総合的に判断します。

発表内容の目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さ

などについて適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　研究テーマに関する発表と討議1

第1発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第3回　研究テーマに関する発表と討議2

第2発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第4回　研究テーマに関する発表と討議3

第3発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第5回　研究方法に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第6回　研究方法に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第7回　研究方法に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第8回　研究倫理に関する検討と討議1

第1発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第9回　研究倫理に関する検討と討議2

第2発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第10回　研究倫理に関する検討と討議3

第3発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第11回　研究資料収集に関する課題の確認と現状報告

受講生各自の研究資料収集に関する現状報告とその課題

の確認

第12回　研究計画に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議
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する。

第13回　研究計画に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第14回　研究計画に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第15回　本授業のふりかえり

受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅰ

毛　新華

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科DP 1、 2、3に示す心理学の

専門性を必要とする職業を担うための広い視野に立つ心

理学の専門的知識・技能を身につけること、先行研究や

文献を広く学び研究方法を身につけることによって心理

学研究を進めること、心理学の高度な知識と技能を活用

し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な考察によ

り心理学の理論と実践を相互に関連づけることで解決の

方法を見出すことができることを目指しています。本演

習では、これまで修得した心理学の知識を踏まえ、自分

自身の研究やそれに関連する先行研究を実社会における

実践の観点も踏まえながら批判的に捉え、心理学におけ

る理論と現実社会における実践を関連づけるための視点

・視座を確立することを目的とします。受講生が自分自

身の研究計画や関連する先行研究に関する話題を提供し、

それについて議論を行うという演習形式で実施します。

この科目の学修を通して、受講生は、自分自身の問題意

識を深め、新しいリサーチクエスションを設定すること

ができます。また、本演習では、ケースカンファレンス

等を通して、心理専門職としての心理学的支援の技能を

獲得できることも目指します。

なお、この演習担当者は公認心理師であります。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマ設定し、その位置づけについて述べ

ることができる。(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・研究倫理につい理解し、それを遵守できる。(態度・

習慣)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・心理学的実践と理論との関連について述べることがで

きる。(知識)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

受講生の人数は、4月当初まで確定しないので、下記の

授業計画は3名の受講生があると仮定し、確定後に受講

生人数に合わせて授業計画を調整する。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない（目安は週3時間

程度）。

＜提出課題など＞

授業では、受講生は順番を決めて各自の研究および各種

実習の経過や成果、関連文献の紹介などを発表する。そ

の際、パワーポイントを用いること。発表のあと他の受

講生との間で質疑応答を行い、内容を深める。

・発表者以外の者も必ず出席して発言する。

・発表者は必ず説明資料（発表レジュメ）を配布のうえ

発表する。

・授業時間以外に、各自が実験や調査などの実地の予備

的作業を進めるとともに、文献検索・読み込みなどを行

う。

それぞれの発表に対して、それぞれの授業の最後に教員

は改善点などについて講評し、フィードバックとする。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。

遅刻・早退は欠席とみなし、公的な欠席届を提出した場

合は原則として出席扱いとしますが、その上限は2回ま

でとします。成績評価は発表内容50%、出席状況、及び

討論時の発言、意見など授業への参加態度の積極性50%

で総合的に判断します。

発表内容の目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さ

などについて適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　研究テーマに関する発表と討議1

第1発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第3回　研究テーマに関する発表と討議2
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第2発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第4回　研究テーマに関する発表と討議3

第3発表者が研究テーマについて発表し、討議する。

第5回　研究方法に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第6回　研究方法に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第7回　研究方法に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究に向けた研究方法に関する発

表し、討議する。担当受講生による発表と全体討論を行

います。

第8回　研究倫理に関する検討と討議1

第1発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第9回　研究倫理に関する検討と討議2

第2発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第10回　研究倫理に関する検討と討議3

第3発表者が修士論文研究における研究倫理からの検討

について発表し、討議する。

第11回　研究資料収集に関する課題の確認と現状報告

受講生各自の研究資料収集に関する現状報告とその課題

の確認

第12回　研究計画に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第13回　研究計画に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第14回　研究計画に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文の研究計画について発表し、討議

する。

第15回　本授業のふりかえり

受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅱ

石﨑　淳一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、 2、3に示す

心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視野

に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること、先

行研究や文献を広く学び研究方法を身につけることによ

って心理学研究を進めること、心理学の高度な知識と技

能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な

考察により心理学の理論と実践を相互に関連づけること

で解決の方法を見出すことができることを目指していま

す。心理学演習Ⅰに引き続き、各受講生の研究内容と心

理学的支援に関する技能を深めることを目指します。各

受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に関

する話題を提供し、それについて実社会における実践の

観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現在

進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付け

を目指して批判的に検討をします。この科目の学修を通

して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは再

設定を行うことができる。また、データ収集にあたって

は倫理的配慮の重要性を十分理解することができること

も目標とします。また、心理学演習Ⅰに引き続き、本演

習では､心理専門職としての心理学的支援に関する技能

を獲得できることも目指します。

　なお、本授業の担当者は公認心理師であり、心理職と

しての実務経験のある教員です。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・分析方法について説明できる。(知識)

・資料の分析を行うことができる。(態度・習慣)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について、それを遵守できる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習形式で行う。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

受講生の人数は、4月当初まで確定しないので、下記の

授業計画は3名の受講生があると仮定し、確定後に受講

生人数に合わせて授業計画を調整する。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない。（週3時間程度

）

＜提出課題など＞

授業では、受講生は順番を決めて各自の研究経過や成果、
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関連文献の紹介などを発表する。その際、パワーポイン

トを用いること。発表のあと他の受講生との間で質疑応

答を行い、内容を深める。

・発表者以外の者も必ず出席して発言する。

・発表者は必ず説明資料（発表レジュメ）を配布のうえ

発表する。

・授業時間以外に、各自が実験や調査などの実地の予備

的作業を進めるとともに、文献検索・読み込みなどを行

う。

＜成績評価方法・基準＞

①授業への積極的参加度（毎回の質問や意見・感想等の

内容に基づく）（20％）、②発表内容（20％）、③発表

時に用意した配布物（20％）、④発表者でないときの発

言（20％）、⑤最終レポート（20％）、の５点について、

それぞれを評価し、その評価結果を合算する。

＜テキスト＞

特に使用しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第3回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第4回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第5回　先行研究に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第6回　先行研究に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第7回　先行研究に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第8回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認1

第1発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第9回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認2

第2発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第10回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認3

第3発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第11回　研究倫理に関する検討と討議

受講生各自の研究倫理に関する課題を確認し、適切な対

処に関して、討議する。

第12回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議1

第1発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第13回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議2

第2発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第14回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議3

第3発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第15回　本授業のふりかえり

受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅱ

山本　恭子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、 2、3に示す

心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視野

に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること、先

行研究や文献を広く学び研究方法を身につけることによ

って心理学研究を進めること、心理学の高度な知識と技

能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な

考察により心理学の理論と実践を相互に関連づけること

で解決の方法を見出すことができることを目指していま

す。心理学演習Ⅰに引き続き、各受講生の研究内容と心

理学的支援に関する技能を深めることを目指します。各

受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に関

する話題を提供し、それについて実社会における実践の

観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現在

進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付け

を目指して批判的に検討をします。この科目の学修を通

して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは再

設定を行うことができる。また、データ収集にあたって

は倫理的配慮の重要性を十分理解することができること

も目標とします。また、心理学演習Ⅰに引き続き、本演

習では､心理専門職としての心理学的支援に関する技能

を獲得できることも目指します。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・分析方法について説明できる。(知識)
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・資料の分析を行うことができる。(態度・習慣)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について、それを遵守できる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習形式で行う。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

受講生の人数は、4月当初まで確定しないので、下記の

授業計画は3名の受講生があると仮定し、確定後に受講

生人数に合わせて授業計画を調整する。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない。（週3時間程度

）

＜提出課題など＞

授業では、受講生は順番を決めて各自の研究経過や成果、

関連文献の紹介などを発表する。その際、パワーポイン

トを用いること。発表のあと他の受講生との間で質疑応

答を行い、内容を深める。

・発表者以外の者も必ず出席して発言する。

・発表者は必ず説明資料（発表レジュメ）を配布のうえ

発表する。

・授業時間以外に、各自が実験や調査などの実地の予備

的作業を進めるとともに、文献検索・読み込みなどを行

う。

＜成績評価方法・基準＞

①授業への積極的参加度（毎回の質問や意見・感想等の

内容に基づく）（20％）、②発表内容（20％）、③発表

時に用意した配布物（20％）、④発表者でないときの発

言（20％）、⑤最終レポート（20％）、の５点について、

それぞれを評価し、その評価結果を合算する。

＜テキスト＞

特に使用しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第3回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第4回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第5回　先行研究に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第6回　先行研究に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第7回　先行研究に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第8回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認1

第1発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第9回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認2

第2発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第10回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認3

第3発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第11回　研究倫理に関する検討と討議

受講生各自の研究倫理に関する課題を確認し、適切な対

処に関して、討議する。

第12回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議1

第1発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第13回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議2

第2発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第14回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議3

第3発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第15回　本授業のふりかえり

受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅱ

難波　愛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、 2、3に示す

心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視野

に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること、先
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行研究や文献を広く学び研究方法を身につけることによ

って心理学研究を進めること、心理学の高度な知識と技

能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な

考察により心理学の理論と実践を相互に関連づけること

で解決の方法を見出すことができることを目指していま

す。心理学演習Ⅰに引き続き、各受講生の研究内容と心

理学的支援に関する技能を深めることを目指します。各

受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に関

する話題を提供し、それについて実社会における実践の

観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現在

進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付け

を目指して批判的に検討をします。この科目の学修を通

して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは再

設定を行うことができる。また、データ収集にあたって

は倫理的配慮の重要性を十分理解することができること

も目標とします。また、心理学演習Ⅰに引き続き、本演

習では､心理専門職としての心理学的支援に関する技能

を獲得できることも目指します。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・分析方法について説明できる。(知識)

・資料の分析を行うことができる。(態度・習慣)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について、それを遵守できる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習形式で行う。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

受講生の人数は、4月当初まで確定しないので、下記の

授業計画は3名の受講生があると仮定し、確定後に受講

生人数に合わせて授業計画を調整する。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない。（週3時間程度

）

＜提出課題など＞

授業では、受講生は順番を決めて各自の研究経過や成果、

関連文献の紹介などを発表する。その際、パワーポイン

トを用いること。発表のあと他の受講生との間で質疑応

答を行い、内容を深める。

・発表者以外の者も必ず出席して発言する。

・発表者は必ず説明資料（発表レジュメ）を配布のうえ

発表する。

・授業時間以外に、各自が実験や調査などの実地の予備

的作業を進めるとともに、文献検索・読み込みなどを行

う。

＜成績評価方法・基準＞

①授業への積極的参加度（毎回の質問や意見・感想等の

内容に基づく）（20％）、②発表内容（20％）、③発表

時に用意した配布物（20％）、④発表者でないときの発

言（20％）、⑤最終レポート（20％）、の５点について、

それぞれを評価し、その評価結果を合算する。

＜テキスト＞

特に使用しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第3回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第4回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第5回　先行研究に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第6回　先行研究に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第7回　先行研究に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第8回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認1

第1発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第9回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認2

第2発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第10回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認3

第3発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第11回　研究倫理に関する検討と討議

受講生各自の研究倫理に関する課題を確認し、適切な対

処に関して、討議する。

第12回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議1
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第1発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第13回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議2

第2発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第14回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議3

第3発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第15回　本授業のふりかえり

受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅱ

小久保　香江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、 2、3に示す

心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視野

に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること、先

行研究や文献を広く学び研究方法を身につけることによ

って心理学研究を進めること、心理学の高度な知識と技

能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な

考察により心理学の理論と実践を相互に関連づけること

で解決の方法を見出すことができることを目指していま

す。心理学演習Ⅰに引き続き、各受講生の研究内容と心

理学的支援に関する技能を深めることを目指します。各

受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に関

する話題を提供し、それについて実社会における実践の

観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現在

進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付け

を目指して批判的に検討をします。この科目の学修を通

して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは再

設定を行うことができる。また、データ収集にあたって

は倫理的配慮の重要性を十分理解することができること

も目標とします。また、心理学演習Ⅰに引き続き、本演

習では､心理専門職としての心理学的支援に関する技能

を獲得できることも目指します。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・分析方法について説明できる。(知識)

・資料の分析を行うことができる。(態度・習慣)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について、それを遵守できる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習形式で行う。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

受講生の人数は、4月当初まで確定しないので、下記の

授業計画は3名の受講生があると仮定し、確定後に受講

生人数に合わせて授業計画を調整する。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない。（週3時間程度

）

＜提出課題など＞

授業では、受講生は順番を決めて各自の研究経過や成果、

関連文献の紹介などを発表する。発表のあと他の受講生

との間で質疑応答を行い、内容を深める。

・発表者以外の者も必ず出席して発言する。

・発表者は必ず説明資料（発表レジュメ）を配布のうえ

発表する。

・授業時間以外に、各自が実験や調査などの実地の予備

的作業を進めるとともに、文献検索・読み込みなどを行

う。

＜成績評価方法・基準＞

①授業への積極的参加度（毎回の質問や意見・感想等の

内容に基づく）（20％）、②発表内容（20％）、③発表

時に用意した配布物（20％）、④発表者でないときの発

言（20％）、⑤最終レポート（20％）、の５点について、

それぞれを評価し、その評価結果を合算する。

＜テキスト＞

特に使用しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第3回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第4回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ
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ョンに関する発表と討議を行う。

第5回　先行研究に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第6回　先行研究に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第7回　先行研究に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第8回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認1

第1発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第9回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認2

第2発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第10回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認3

第3発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第11回　研究倫理に関する検討と討議

受講生各自の研究倫理に関する課題を確認し、適切な対

処に関して、討議する。

第12回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議1

第1発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第13回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議2

第2発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第14回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議3

第3発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第15回　本授業のふりかえり

受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅱ

道城　裕貴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、 2、3に示す

心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視野

に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること、先

行研究や文献を広く学び研究方法を身につけることによ

って心理学研究を進めること、心理学の高度な知識と技

能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な

考察により心理学の理論と実践を相互に関連づけること

で解決の方法を見出すことができることを目指していま

す。心理学演習Ⅰに引き続き、各受講生の研究内容と心

理学的支援に関する技能を深めることを目指します。各

受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に関

する話題を提供し、それについて実社会における実践の

観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現在

進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付け

を目指して批判的に検討をします。この科目の学修を通

して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは再

設定を行うことができる。また、データ収集にあたって

は倫理的配慮の重要性を十分理解することができること

も目標とします。また、心理学演習Ⅰに引き続き、本演

習では､心理専門職としての心理学的支援に関する技能

を獲得できることも目指します。

　なお、この演習担当者は公認心理師であり，教育現場

で約15年の心理実践の経験があります。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・分析方法について説明できる。(知識)

・資料の分析を行うことができる。(態度・習慣)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について、それを遵守できる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習形式で行う。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

受講生の人数は、4月当初まで確定しないので、下記の

授業計画は3名の受講生があると仮定し、確定後に受講

生人数に合わせて授業計画を調整する。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない。（週3時間程度

）

＜提出課題など＞

授業では、受講生は順番を決めて各自の研究経過や成果、

関連文献の紹介などを発表する。その際、パワーポイン

トを用いること。発表のあと他の受講生との間で質疑応

答を行い、内容を深める。

・発表者以外の者も必ず出席して発言する。
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・発表者は必ず説明資料（発表レジュメ）を配布のうえ

発表する。

・授業時間以外に、各自が実験や調査などの実地の予備

的作業を進めるとともに、文献検索・読み込みなどを行

う。

＜成績評価方法・基準＞

①授業への積極的参加度（毎回の質問や意見・感想等の

内容に基づく）（20％）、②発表内容（20％）、③発表

時に用意した配布物（20％）、④発表者でないときの発

言（20％）、⑤最終レポート（20％）、の５点について、

それぞれを評価し、その評価結果を合算する。

＜テキスト＞

特に使用しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第3回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第4回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第5回　先行研究に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第6回　先行研究に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第7回　先行研究に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第8回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認1

第1発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第9回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認2

第2発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第10回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認3

第3発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第11回　研究倫理に関する検討と討議

受講生各自の研究倫理に関する課題を確認し、適切な対

処に関して、討議する。

第12回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議1

第1発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第13回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議2

第2発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第14回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議3

第3発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第15回　本授業のふりかえり

受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅱ

中川　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、 2、3に示す

心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視野

に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること、先

行研究や文献を広く学び研究方法を身につけることによ

って心理学研究を進めること、心理学の高度な知識と技

能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な

考察により心理学の理論と実践を相互に関連づけること

で解決の方法を見出すことができることを目指していま

す。心理学演習Ⅰに引き続き、各受講生の研究内容と心

理学的支援に関する技能を深めることを目指します。各

受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に関

する話題を提供し、それについて実社会における実践の

観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現在

進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付け

を目指して批判的に検討をします。この科目の学修を通

して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは再

設定を行うことができる。また、データ収集にあたって

は倫理的配慮の重要性を十分理解することができること

も目標とします。また、心理学演習Ⅰに引き続き、本演

習では､心理専門職としての心理学的支援に関する技能

を獲得できることも目指します。

なお、この授業は産業分野における実務経験を10年以上

有する教員が担当を行います。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・分析方法について説明できる。(知識)

・資料の分析を行うことができる。(態度・習慣)
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・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について、それを遵守できる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習形式で行う。

＜履修するにあたって＞

本演習の趣旨を理解し、自分自身の研究課題への取り組

みを意識しながら積極的に授業に参加してもらいたい。

受講生の人数は、4月当初まで確定しないので、下記の

授業計画は3名の受講生があると仮定し、確定後に受講

生人数に合わせて授業計画を調整する。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、自らの研究の進捗状況を的確に把握し、授業

中での効果的な発表に向けて、綿密に計画を立て、事前

にきちんと準備をしなければならない。（週3時間程度

）

＜提出課題など＞

授業では、受講生は順番を決めて各自の研究経過や成果、

関連文献の紹介などを発表する。その際、パワーポイン

トを用いること。発表のあと他の受講生との間で質疑応

答を行い、内容を深める。

・発表者以外の者も必ず出席して発言する。

・発表者は必ず説明資料（発表レジュメ）を配布のうえ

発表する。

・授業時間以外に、各自が実験や調査などの実地の予備

的作業を進めるとともに、文献検索・読み込みなどを行

う。

＜成績評価方法・基準＞

①授業への積極的参加度（毎回の質問や意見・感想等の

内容に基づく）（20％）、②発表内容（20％）、③発表

時に用意した配布物（20％）、④発表者でないときの発

言（20％）、⑤最終レポート（20％）、の５点について、

それぞれを評価し、その評価結果を合算する。

＜テキスト＞

特に使用しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方について理解する。各自の発表の予定を決

める。今後、修士論文の作成と提出に関する重要な留意

事項を理解する。

第2回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第3回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第4回　リサーチ・クェスチョンに関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究におけるリサーチ・クェスチ

ョンに関する発表と討議を行う。

第5回　先行研究に関する発表と討議1

第1発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第6回　先行研究に関する発表と討議2

第2発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第7回　先行研究に関する発表と討議3

第3発表者が修士論文研究における先行研究に関する発

表と討議を行う。

第8回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認1

第1発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第9回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認2

第2発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第10回　研究資料収集に関する現状報告と課題の確認3

第3発表者が研究資料収集に関する現状報告を行い、今

後の課題を議論する。

第11回　研究倫理に関する検討と討議

受講生各自の研究倫理に関する課題を確認し、適切な対

処に関して、討議する。

第12回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議1

第1発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第13回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議2

第2発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第14回　研究資料に関する検討結果の現状報告と討議3

第3発表者が研究資料に関する検討結果の現状報告を行

い、その課題を討議する。

第15回　本授業のふりかえり

受講者全員が各自の研究活動をふりかえり、反省点と今

後の課題を総括し、レポートにまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅱ

毛　新華

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科DP 1、 2、3に示す心理学の

専門性を必要とする職業を担うための広い視野に立つ心

理学の専門的知識・技能を身につけること、先行研究や

文献を広く学び研究方法を身につけることによって心理

学研究を進めること、心理学の高度な知識と技能を活用



- 25 -

し様々な分野の今日的課題を発見し、多角的な考察によ

り心理学の理論と実践を相互に関連づけることで解決の

方法を見出すことができることを目指しています。心理

学演習Ⅰに引き続き、各受講生の研究内容と心理学的支

援に関する技能を深めることを目指します。各受講生が、

自分自身の研究計画や関連する先行研究に関する話題を

提供し、それについて実社会における実践の観点も設定

したリサーチクエスションに基づいて、現在進行中の自

らの研究を振り返り、理論と実践の関連付けを目指して

批判的に検討をします。この科目の学修を通して、リサ

ーチクエスションの吟味と深化、あるいは再設定を行う

ことができる。また、データ収集にあたっては倫理的配

慮の重要性を十分理解することができることも目標とし

ます。また、心理学演習Ⅰに引き続き、本演習では、心

理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得でき

ることも目指します。

なお、この演習担当者は公認心理師であります。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・資料の収集を行うことができる。(態度・習慣)

・分析方法について説明できる。(知識)

・資料の分析を行うことができる。(態度・習慣)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。(態度

・習慣)

＜授業のキーワード＞

心理学の専門知識，文献検索，プレゼンテーション

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

自身が関心を持つ文献を読み，内容を整理しておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において，おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し，その内容をまとめ，適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

発表担当時にはレジュメを提出します。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。

遅刻・早退は欠席とみなし、公的な欠席届を提出した場

合は原則として出席扱いとしますが、その上限は2回ま

でとします。成績評価は発表内容50%、出席状況、及び

討論時の発言、意見など授業への参加態度の積極性50%

で総合的に判断します。

発表内容の目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さ

などについて適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明します。シラバスを

読み，授業計画と概要について説明します。

第2回　レジュメの書き方と発表方法

レジュメの書き方，パワーポイントの使用方法，発表や

ディスカッションの仕方など基本的な事柄を確認します。

また受講生の発表順序や発表内容の概要について検討し

ます。

第3回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅲ

山本　恭子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞
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この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き

続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支援に

関する技能を獲得できることも目指します。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」および「心理学演習Ⅱ」の授業を履修

しておくこと。普段から自身が関心をもつ文献を読み、

内容を整理しておくこと。　自らの研究の進捗状況を的

確に把握し、授業中での効果的な発表に向けて、綿密に

計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

発表の仕方と提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出結果と演習参加状況により総合的に評価する。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明する。シラバスを読

み，授業計画と概要について説明する。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅲ

小山　正

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞
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この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き

続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支援に

関する技能を獲得できることも目指します。なお、この

科目の担当者は児童相談所、児童福祉センター療育部門

での心理判定員として9年間経験した実務経験がある教

員です。児童福祉の現場での課題について言及しながら

学びを深めていきます。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」および「心理学演習Ⅱ」の授業を履修

しておくこと。普段から自身が関心をもつ文献を読み、

内容を整理しておくこと。　自らの研究の進捗状況を的

確に把握し、授業中での効果的な発表に向けて、綿密に

計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

発表の仕方と提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。遅刻・早退は欠席とみなし、公的

な欠席届を提出した場合は原則として出席扱いとします

が、その上限は2回までとします。成績評価は発表内容5

0%、出席状況、及び討論時の発言、意見など授業への参

加態度の積極性50%で総合的に判断します。発表内容の

目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さなどについ

て適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明する。シラバスを読

み，授業計画と概要について説明する。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。
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第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅲ

長谷川　千洋

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

感染対策のために遠隔授業を行う可能性がありますので、

遠隔授業情報を確認してください。

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き

続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支援に

関する技能を獲得できることも目指します。本演習は公

認心理師であり医療分野で20年にわたり心理臨床の実務

経験のある教員が担当します。心理専門職としての心理

学的支援に関する技能を獲得できることも目指します。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます（一部はオンライン授業）。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」および「心理学演習Ⅱ」の授業を履修

しておくこと。普段から自身が関心をもつ文献を読み、

内容を整理しておくこと。　自らの研究の進捗状況を的

確に把握し、授業中での効果的な発表に向けて、綿密に

計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

発表の仕方と提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。遅刻・早退は欠席とみなし、公的

な欠席届を提出した場合は原則として出席扱いとします

が、その上限は2回までとします。成績評価は発表内容5

0%、出席状況、及び討論時の発言、意見など授業への参

加態度の積極性50%で総合的に判断します。発表内容の

目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さなどについ

て適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明する。シラバスを読

み，授業計画と概要について説明する。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。
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第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅲ

清水　寛之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

感染対策のために遠隔授業を行う可能性がありますので、

遠隔授業情報を確認してください。

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き

続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支援に

関する技能を獲得できることも目指します。本演習は公

認心理師であり、教育分野で30年にわたり心理相談・心

理アセスメントの実務経験のある教員が担当します。心

理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得でき

ることも目指します。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます（一部はオンライン授業）。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」および「心理学演習Ⅱ」の授業を履修

しておくこと。普段から自身が関心をもつ文献を読み、

内容を整理しておくこと。　自らの研究の進捗状況を的

確に把握し、授業中での効果的な発表に向けて、綿密に

計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

発表の仕方と提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。遅刻・早退は欠席とみなし、公的

な欠席届を提出した場合は原則として出席扱いとします

が、その上限は2回までとします。成績評価は発表内容5

0%、出席状況、及び討論時の発言、意見など授業への参

加態度の積極性50%で総合的に判断します。発表内容の

目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さなどについ

て適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明する。シラバスを読

み，授業計画と概要について説明する。

第2回　担当受講生による発表1
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担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅲ

土井　晶子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き

続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支援に

関する技能を獲得できることも目指します。本演習は公

認心理師であり産業分野で15年以上にわたり心理臨床の

実務経験のある教員が担当します。心理専門職としての

心理学的支援に関する技能を獲得できることも目指しま

す。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます（一部はオンライン授業）。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」および「心理学演習Ⅱ」の授業を履修

しておくこと。普段から自身が関心をもつ文献を読み、

内容を整理しておくこと。　自らの研究の進捗状況を的

確に把握し、授業中での効果的な発表に向けて、綿密に

計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

発表の仕方と提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出結果と演習参加状況により総合的に評価する。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞



- 31 -

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明する。シラバスを読

み，授業計画と概要について説明する。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅲ

村井　佳比子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き

続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支援に

関する技能を獲得できることも目指します。

なお、この科目担当者は、特に精神科クリニックで心理

専門職として仕事をしてきた、実務経験のある教員です。

実習においては心理専門職の現場での実際の関わり方に

ついても細かく言及しながら、より実践的な学びを目指

します。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」および「心理学演習Ⅱ」の授業を履修

しておくこと。普段から自身が関心をもつ文献を読み、

内容を整理しておくこと。　自らの研究の進捗状況を的

確に把握し、授業中での効果的な発表に向けて、綿密に

計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

授業では、受講生は各自の研究計画や修士論文研究の進

捗状況などを発表します。その際、発表担当時にはレジ

ュメを提出します。
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＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。遅刻・早退は欠席とみなし、公的

な欠席届を提出した場合は原則として出席扱いとします

が、その上限は2回までとします。成績評価は発表内容5

0%、出席状況、及び討論時の発言、意見など授業への参

加態度の積極性50%で総合的に判断します。発表内容の

目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さなどについ

て適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明する。シラバスを読

み，授業計画と概要について説明する。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学演習Ⅲ

毛　新華

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き

続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支援に

関する技能を獲得できることも目指します。

なお、この演習担当者は公認心理師であります。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。
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＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」および「心理学演習Ⅱ」の授業を履修

しておくこと。普段から自身が関心をもつ文献を読み、

内容を整理しておくこと。　自らの研究の進捗状況を的

確に把握し、授業中での効果的な発表に向けて、綿密に

計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

授業では、受講生は各自の研究計画や修士論文研究の進

捗状況などを発表します。その際、発表担当時にはレジ

ュメを提出します。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。

遅刻・早退は欠席とみなし、公的な欠席届を提出した場

合は原則として出席扱いとしますが、その上限は2回ま

でとします。成績評価は発表内容50%、出席状況、及び

討論時の発言、意見など授業への参加態度の積極性50%

で総合的に判断します。

発表内容の目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さ

などについて適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明する。シラバスを読

み，授業計画と概要について説明する。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅳ

山本　恭子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」に

引き続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支

援に関する技能を獲得できることも目指します。さらに、

公認心理師国家試験に向けて､これまでに獲得した心理

学的知識・技能のさらなる理解を深めることも目的とし

ます。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)
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・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

・公認心理師資格に必要な知識・技能について整理でき

る。

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告、公認心理師国家試験

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」「心理学演習Ⅱ」「心理学演習Ⅲ」の

授業を履修しておくこと。普段から自身が関心をもつ文

献を読み、内容を整理しておくこと。　自らの研究の進

捗状況を的確に把握し、授業中での効果的な発表に向け

て、綿密に計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

授業では、公認心理師として必要な心理学的知識・技能

について、あるいは各自の修士論文研究について整理し

発表します。その際、発表担当時にはレジュメを提出し

ます。

＜成績評価方法・基準＞

成績評価は発表内容50%、課題の提出状況、及び討論時

の発言、意見など授業への参加態度の積極性50%で総合

的に判断します。発表内容の目的や要点の整理の仕方、

発表方法の明確さなどについて適切に評価し、コメント

を伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明します。シラバスを

読み、授業計画と概要について説明します。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅳ

小山　正

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業 (演習)

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは
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再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」に

引き続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支

援に関する技能を獲得できることも目指します。さらに、

公認心理師国家試験に向けて､これまでに獲得した心理

学的知識・技能のさらなる理解を深めることも目的とし

ます。また、この科目は、公認心理師であり、児童相談

所、児童福祉センター療育部門での心理判定員として9

年間経験した実務経験がある教員です。児童福祉の現場

での課題について言及しながら学びを深めていきます。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

・公認心理師資格に必要な知識・技能について整理でき

る。

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告、公認心理師国家試験

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」「心理学演習Ⅱ」「心理学演習Ⅲ」の

授業を履修しておくこと。普段から自身が関心をもつ文

献を読み、内容を整理しておくこと。　自らの研究の進

捗状況を的確に把握し、授業中での効果的な発表に向け

て、綿密に計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

授業では、公認心理師として必要な心理学的知識・技能

について、あるいは各自の修士論文研究について整理し

発表します。その際、発表担当時にはレジュメを提出し

ます。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。遅刻・早退は欠席とみなし、公的

な欠席届を提出した場合は原則として出席扱いとします

が、その上限は2回までとします。成績評価は発表内容5

0%、出席状況、及び討論時の発言、意見など授業への参

加態度の積極性50%で総合的に判断します。発表内容の

目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さなどについ

て適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明します。シラバスを

読み、授業計画と概要について説明します。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅳ

長谷川　千洋

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞
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この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」に

引き続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支

援に関する技能を獲得できることも目指します。さらに、

公認心理師国家試験に向けて､これまでに獲得した心理

学的知識・技能のさらなる理解を深めることも目的とし

ます。本演習は公認心理師であり医療分野で20年にわた

り心理臨床の実務経験のある教員が担当します。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

・公認心理師資格に必要な知識・技能について整理でき

る。

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告、公認心理師国家試験

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」「心理学演習Ⅱ」「心理学演習Ⅲ」の

授業を履修しておくこと。普段から自身が関心をもつ文

献を読み、内容を整理しておくこと。　自らの研究の進

捗状況を的確に把握し、授業中での効果的な発表に向け

て、綿密に計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

授業では、公認心理師として必要な心理学的知識・技能

について、あるいは各自の修士論文研究について整理し

発表します。その際、発表担当時にはレジュメを提出し

ます。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。遅刻・早退は欠席とみなし、公的

な欠席届を提出した場合は原則として出席扱いとします

が、その上限は2回までとします。成績評価は発表内容5

0%、出席状況、及び討論時の発言、意見など授業への参

加態度の積極性50%で総合的に判断します。発表内容の

目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さなどについ

て適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明します。シラバスを

読み、授業計画と概要について説明します。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11
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担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅳ

清水　寛之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

感染対策のために遠隔授業を行う可能性がありますので、

遠隔授業情報を確認してください。

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」に

引き続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支

援に関する技能を獲得できることも目指します。さらに、

公認心理師国家試験に向けて､これまでに獲得した心理

学的知識・技能のさらなる理解を深めることも目的とし

ます。本演習は公認心理師であり、教育分野で30年にわ

たり心理相談・心理アセスメントの実務経験のある教員

が担当します。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

・公認心理師資格に必要な知識・技能について整理でき

る。

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告、公認心理師国家試験

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」「心理学演習Ⅱ」「心理学演習Ⅲ」の

授業を履修しておくこと。普段から自身が関心をもつ文

献を読み、内容を整理しておくこと。　自らの研究の進

捗状況を的確に把握し、授業中での効果的な発表に向け

て、綿密に計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

授業では、公認心理師として必要な心理学的知識・技能

について、あるいは各自の修士論文研究について整理し

発表します。その際、発表担当時にはレジュメを提出し

ます。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。遅刻・早退は欠席とみなし、公的

な欠席届を提出した場合は原則として出席扱いとします

が、その上限は2回までとします。成績評価は発表内容5

0%、出席状況、及び討論時の発言、意見など授業への参

加態度の積極性50%で総合的に判断します。発表内容の

目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さなどについ

て適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明します。シラバスを

読み、授業計画と概要について説明します。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。
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第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅳ

土井　晶子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」に

引き続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支

援に関する技能を獲得できることも目指します。さらに、

公認心理師国家試験に向けて､これまでに獲得した心理

学的知識・技能のさらなる理解を深めることも目的とし

ます。

また、この科目は、公認心理師であり、主として産業領

域で15年以上の実務経験のある教員が担当します。産業

現場における実践研究についても言及しながら、深い学

びへとつないでいきます。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

・公認心理師資格に必要な知識・技能について整理でき

る。

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告、公認心理師国家試験

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」「心理学演習Ⅱ」「心理学演習Ⅲ」の

授業を履修しておくこと。普段から自身が関心をもつ文

献を読み、内容を整理しておくこと。　自らの研究の進

捗状況を的確に把握し、授業中での効果的な発表に向け

て、綿密に計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

授業では、公認心理師として必要な心理学的知識・技能

について、あるいは各自の修士論文研究について整理し

発表します。その際、発表担当時にはレジュメを提出し

ます。
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＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。遅刻・早退は欠席とみなし、公的

な欠席届を提出した場合は原則として出席扱いとします

が、その上限は2回までとします。成績評価は発表内容5

0%、出席状況、及び討論時の発言、意見など授業への参

加態度の積極性50%で総合的に判断します。発表内容の

目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さなどについ

て適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明します。シラバスを

読み、授業計画と概要について説明します。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅳ

村井　佳比子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」に

引き続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支

援に関する技能を獲得できることも目指します。さらに、

公認心理師国家試験に向けて､これまでに獲得した心理

学的知識・技能のさらなる理解を深めることも目的とし

ます。

なお、この科目担当者は、特に精神科クリニックで心理

専門職として仕事をしてきた、実務経験のある教員です。

実習においては心理専門職の現場での実際の関わり方に

ついても細かく言及しながら、より実践的な学びを目指

します。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)
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・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

・公認心理師資格に必要な知識・技能について整理でき

る。

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告、公認心理師国家試験

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」「心理学演習Ⅱ」「心理学演習Ⅲ」の

授業を履修しておくこと。普段から自身が関心をもつ文

献を読み、内容を整理しておくこと。　自らの研究の進

捗状況を的確に把握し、授業中での効果的な発表に向け

て、綿密に計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

授業では、公認心理師として必要な心理学的知識・技能

について、あるいは各自の修士論文研究について整理し

発表します。その際、発表担当時にはレジュメを提出し

ます。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。遅刻・早退は欠席とみなし、公的

な欠席届を提出した場合は原則として出席扱いとします

が、その上限は2回までとします。成績評価は発表内容5

0%、出席状況、及び討論時の発言、意見など授業への参

加態度の積極性50%で総合的に判断します。発表内容の

目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さなどについ

て適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明します。シラバスを

読み、授業計画と概要について説明します。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学演習Ⅳ

毛　新華

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科修士課程DP 1、2、3に関連し

て、「医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野

で心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い視

野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけること」、

「先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけること

によって心理学研究を進めること」、「心理学の高度な

知識と技能を活用し様々な分野の今日的課題を発見し、

多角的な考察により心理学の理論と実践を相互に関連づ

けることで解決の方法を見出すこと」ができることを目

指しています。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」に引き続き、より

質の高い修士論文の完成を目標に、各受講生の研究内容

と心理学的支援に関する技能を深めることを目指します。

各受講生が、自分自身の研究計画や関連する先行研究に

関する話題を提供し、それについて実社会における実践

の観点も設定したリサーチクエスションに基づいて、現

在進行中の自らの研究を振り返り、理論と実践の関連付

けを目指して批判的に検討をします。この科目の学修を

通して、リサーチクエスションの吟味と深化、あるいは

再設定を行うことができる。また、データ収集にあたっ

ては倫理的配慮の重要性を十分理解することができるこ

とも目標とします。また、「心理学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」に
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引き続き、本演習では、心理専門職としての心理学的支

援に関する技能を獲得できることも目指します。さらに，

公認心理師国家試験に向けて､これまでに獲得した心理

学的知識・技能のさらなる理解を深めることも目的とし

ます。

なお、この演習担当者は公認心理師であります。

＜到達目標＞

・自らの研究テーマの意義について述べることができる。

(知識)

・自らの研究方法について説明できる。(知識)

・データ・資料の収集・分析を行うことができる。(態

度・習慣)

・研究計画書を作成できる。(技能)

・研究報告の準備ができる。(技能)

・心理専門職としての心理学的支援に関する技能を獲得

できる。(技能)

・研究倫理について理解し、それを遵守できる。（態度

・習慣）

・公認心理師資格に必要な知識・技能について整理でき

る。

＜授業のキーワード＞

心理専門職、心理学研究法、研究倫理、心理学研究の成

果報告、公認心理師国家試験

＜授業の進め方＞

演習方式で進めます。

＜履修するにあたって＞

「心理学演習Ⅰ」「心理学演習Ⅱ」「心理学演習Ⅲ」の

授業を履修しておくこと。普段から自身が関心をもつ文

献を読み、内容を整理しておくこと。　自らの研究の進

捗状況を的確に把握し、授業中での効果的な発表に向け

て、綿密に計画を立て、事前にきちんと準備をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外において、おおよそ１時間程度で以下の授業

準備をすること。

関心を持つ文献を探し、その内容をまとめ、適切なレジ

ュメを作成すること。

＜提出課題など＞

授業では、公認心理師として必要な心理学的知識・技能

について，あるいは各自の修士論文研究について整理し

発表します。その際、発表担当時にはレジュメを提出し

ます。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。

遅刻・早退は欠席とみなし、公的な欠席届を提出した場

合は原則として出席扱いとしますが、その上限は2回ま

でとします。成績評価は発表内容50%、出席状況、及び

討論時の発言、意見など授業への参加態度の積極性50%

で総合的に判断します。

発表内容の目的や要点の整理の仕方、発表方法の明確さ

などについて適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明します。シラバスを

読み、授業計画と概要について説明します。

第2回　担当受講生による発表1

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第3回　担当受講生による発表2

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第4回　担当受講生による発表3

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第5回　担当受講生による発表4

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第6回　担当受講生による発表5

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第7回　担当受講生による発表6

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第8回　担当受講生による発表7

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第9回　担当受講生による発表8

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第10回　担当受講生による発表9

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第11回　担当受講生による発表10

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第12回　担当受講生による発表11

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第13回　担当受講生による発表12

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第14回　担当受講生による発表13

担当受講生による発表と全体討論を行います。

第15回　授業のふりかえり

今までの授業のふりかえりと総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学研究法Ⅱ

岡村　心平

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

新型コロナウイルス感染症の状況次第では遠隔授業での

実施の可能性があります。その場合は「遠隔授業情報」

をご確認ください。

＜授業の目的＞

目標：この科目は，心理学研究科の修士課程DP1・2・3
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・4の獲得を目指す。具体的には，公認心理師として修

得していることが望ましい研究手法について学修する。

各種介入の効果を適切に測定する，あるいは，効果研究

で得られた知見を適切に評価することは公認心理師が心

理学の学識を実務の場面で実践するために必要な学修で

ある。

心理学だけでなく，医学あるいは社会科学において要求

される効果研究の基準を学修し，効果研究で必要とされ

る統計解析手法の理解を深める。また，心理支援などの

実践のプロセスを分析・検討するために要求される観察

法・面接法なども質的研究法や，実際の心理支援の効果

・過程を研究対象とした事例研究法についての理解を深

める。

具体的には，研究論文のレビューや分析手法の確認，的

確なリサーチレビューの立案と手続きの選定，研究倫理

の遵守を踏まえた上での研究計画書や事前承諾書の作成

などを目指す。

なおこの科目は，保健医療・教育・産業領域にて5年間，

心理支援支援に従事し，実務経験を有する公認心理師・

臨床心理士資格を持つ教員が担当する。

＜到達目標＞

●各研究法の特徴を理解し，研究計画に反映させること

ができることを目的とする。

●学術論文に対して適切な批判を行い，当該論文の研究

知見の有効性と限界に関して議論を行う

ことができることを目的とする。

●心理学研究における倫理的な側面に関する課題とその

対処法に関して学ぶことができる。

●各種文献データベースの利用方法を知り，自らの研究

計画に反映することができることを目的

とする。

＜授業のキーワード＞

実験計画法，要因計画，操作的定義，リサーチ・クエス

チョン，質的研究法，事例研究法，研究者倫理，データ

ベース，PsycINFO

＜授業の進め方＞

演習形式で授業を行う。受講生が発表を行い，各発表の

提題に対して，受講生ととともに議論を

行いながら，授業を進めてゆく。また，本科目に関して

は，別の教員が指導するクラスと合同で

授業を行うことがありうる。

＜履修するにあたって＞

「心理学研究法Ⅰ」の単位を修得していることが望まし

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、各回の授業内容に関して，事前に資料に目を

通して，授業に臨むこと（目安として60分）。また各回

の授業へのコメント提出時に学修内容を振り返り、授業

内容や自身の考えを整理して復習すること(目安として3

0分)。

＜提出課題など＞

・PsychoINFOやPubMEDなどで，論文要約(abstract)を3

編提出し，授業で発表を求める。

・和文論文1編を選び，特にその研究方法に関して，批

判的に検討を加えた上で，授業で発表を求める。

・架空の研究計画を立案し，リサーチ・クエスチョンや

研究手法について検討し，研究倫理審査を想定した上で

同意書等の必要書類の作成を行う。

・インタビュー場面のデモンストレーションや，逐語記

録などのデータの分析方法を，授業内で詳細に検討する。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の３分の２以上の出席をもって、単位の認定

・評価の対象者とする。そのうえで、

①授業への積極的参加度（毎回の授業後に提出するコメ

ントや質問、感想等の内容に基づく）（20％）

②発表内容（30％）

③発表時に用意した配布物（30％）

④発表者でないときの発言（20％）

の４点について、それぞれを評価し、その評価結果を合

算する。

＜テキスト＞

指定しない。授業内容に関連する書籍は、参考図書以外

にも各回の授業回で随時紹介する。

＜参考図書＞

研究資料検索用サイト(PsycINFOやPubMED）は図書館web

ページの左欄にある，データベース（学内）よりアクセ

スすると良い

高野陽太郎・岡隆(編) (2017). 『心理学研究法 補訂版

』有斐閣.

W.J. レイ (著), 岡田 圭二 (編訳)(2013). 『改訂エン

サイクロペディア 心理学研究方法論』北大路書房.

山本力(著) (2018). 『事例研究の考え方と戦略 心理臨

床実践の省察的アプローチ』創元社.

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

科学と実証、授業の進め方の説明

第2回　各研究法の概観

主な研究手法について，実際の論文要約を概観しながら

学修する。

第3回　研究計画の分析①

実験計画の概要について，例題を通して演習する。

第4回　研究計画の分析②

心理学実験や調査における操作的定義について，例題を

通して取り上げる。

第5回　メタ分析

メタ分析の概要とリサーチ・クエスチョンの設定等につ

いて学修する。

第6回　観察法と面接法

観察法と面接法の実施方法について取り上げる。

第7回　事例研究法
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事例研究法について，事例報告や事例検討の相違を踏ま

えて理解する。

第8回　研究倫理と研究計画

遵守すべき研究倫理と研究計画の立案について取り上げ

る。

第9回　研究発表と批判的検討①

受講生による論文のレビューについて，グループ・ディ

スカッションによる批判的検討を行う。

第10回　研究発表と批判的検討②

受講生による論文のレビューについて，グループ・ディ

スカッションによる批判的検討を行う。

第11回　研究発表と批判的検討③

受講生による論文のレビューについて，グループ・ディ

スカッションによる批判的検討を行う。

第12回　研究発表と批判的検討④

受講生による論文のレビューについて，グループ・ディ

スカッションによる批判的検討を行う。

第13回　インタビュー・データの収集

受講生によるインタビューのデモンストレーションを実

施する。

第14回　インタビュー・データの分析

インタビュー・データの分析を行い，分析手法について

批判的に検討する。

第15回　振り返り

授業全体の振り返りとまとめを行う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理学研究法Ⅱ

清水　寛之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

新型コロナウイルス感染症の状況次第では遠隔授業での

実施の可能性があります。その場合は「遠隔授業情報」

をご確認ください。

＜授業の目的＞

目標：この科目は、心理学研究科修士課程DP1・2・3の

獲得を目指します。具体的には，公認心理師として修得

していることが望まれる研究手法について学修する。各

種介入の効果を適切に測定する、あるいは、効果研究で

得られた知見を適切に評価することは公認心理師が心理

学の学識を実務の場面で実践するために必要な学修であ

る。心理学だけでなく、医学あるいは社会科学において

要求される効果研究の基準を学修し、効果研究で必要と

される統計解析手法の理解を深める。

以上の目標を達成するため，本授業では心理学に関する

研究計画（実験計画法）を学び，研究を批判的に評価す

ることを通して，各種介入の効果を適切に測定する、あ

るいは、効果研究で得られた知見を適切に評価すること

に重きを置く。このため，実験計画法に焦点をあて、そ

のしくみの理解を深める。

また，効果研究の批判的理解と共に，その知見の集成を

目指したメタ分析についても学修し，文献研究を進める

上でのポイントを理解することも目指したい。

なお，この科目は，公認心理師であり，神戸市教育委員

会巡回相談員を務めている実務経験のある教育が担当し

ます。

＜到達目標＞

●実験計画法を理解し，研究計画に反映させることがで

きることを目的とする。

●学術論文に対して適切な批判を行い，当該論文の研究

知見の有効性と限界に関して議論を行うことができるこ

とを目的とする。

●心理学研究における倫理的な側面に関する課題とその

対処法に関して学ぶことができる。

●各種文献データベースの利用方法を知り，自らの研究

計画に反映することができることを目的とする。

＜授業のキーワード＞

実験計画法，独立変数，従属変数，要因計画，剰余変数，

操作的定義，研究者倫理，データベース，PsycINFO，メ

タ分析

＜授業の進め方＞

演習形式で授業を行う。担当箇所の例題の要点の報告を

受講生が行った後に，各例題の趣旨や関連した問題に関

して，受講生ととともに議論を行いながら，授業を進め

てゆく。また，本科目に関しては，別の教員が指導する

クラスと合同で授業を行うことがありうる。

＜履修するにあたって＞

「心理学研究法Ⅰ」の単位を修得していることが望まし

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講生は、各回の授業内容に関して，事前に資料・テキ

ストに目を通し，例題を回答してみるなどして，授業に

臨むこと。（目安として90分）

＜提出課題など＞

●12月末までに，PsycINFOやPubMEDなどで，論文要約（

abstract）を3編提出し，授業で発表を求める。

これに加えて，和文論文1編を選び，特に，その研究方

法に関して，批判的に検討を加えた上で，授業で発表を

求める。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の３分の２以上の出席をもって、単位の認定

・評価の対象者とする。そのうえで、

①授業への積極的参加度（毎回の出席カードへの質問や

意見・感想等の内容に基づく）（20％）

②発表内容（30％）

③発表時に用意した配布物（30％）

④発表者でないときの発言（20％）

の４点について、それぞれを評価し、その評価結果を合
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算する。

＜テキスト＞

Solso, R.L. & Johnson, H.H. 浅井邦二監訳　『改訂

心理学実験計画入門』　学芸社

＜参考図書＞

研究資料検索用サイト(PsycINFOやPubMED）は図書館web

ページの左欄にある，データベース（学内）よりアクセ

スすると良い

高野陽太郎・岡隆　編　『心理学研究法』　有斐閣

W.J. レイ (著),　 William J. Ray (著),　 岡田 圭二

 (翻訳) 「改訂エンサイクロペディア　心理学研究方法

論」　　北大路書房

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

科学と実証、授業の進め方の説明

第2回　実験計画の分析1

実験計画の論理、独立変数と従属変数、実験群と統制群

第3回　実験計画の分析2

要因計画、相関的研究

第4回　実験計画の分析3

準実験計画、関数的計画、操作的定義

第5回　実験計画の分析4

統制と実験範例（反復測定計画、要因計画、被験者つり

合わせ計画など）

第6回　実験計画の批判的検討1

例題に関するディスカッションを通した実験計画批判

第7回　被験者変数の統制1

処理群における被験者の等質性、無作為群計画

第8回　被験者変数の統制2

被験者つり合わせ計画，被験者の脱落への対処

第9回　実験計画の批判的検討2

例題に関するディスカッションを通した実験計画批判

第10回　メタ分析の概要

メタ分析の概要を学修する

第11回　メタ分析における問題設定

メタ分析における問題の設定の課題，特にリサーチクエ

スチョンの設定や構成概念の定義の重要性を学修する

第12回　メタ分析における統計指標

効果量の種類と性質

第13回　メタ分析における結果の整理と解釈

メタ分析における結果の整理およびその解釈を学修する

第14回　メタ分析の実際

メタ分析を行った論文を受講生が紹介し，その内容につ

いて議論する。

第15回　メタ分析によるレビューとナラティブ・レビュ

ー

メタ分析による文献レビューとナラティブ・レビューを，

実際の研究論文の紹介を通して，その特徴の理解を深め

る

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理学研究法Ⅰ

山本　恭子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は心理学研究科の専門基礎科目であり，DP1，2

に示す力を獲得することを目指す。

心理学は人を情報源とするデータを用い，実証的に検討

を行うことが研究の基礎にある。倫理的に瑕疵のない方

法により適切なデータを収集し，入手したデータにふさ

わしい分析手法を用いてデータ解析をするためには，洗

練されたリサーチクエスチョンを立てることも求められ

る。この科目では，具体的な研究計画への批判と再検討

を通して，研究計画を組み立てる際の，構成概念の操作

的定義や剰余変数の統制などのポイントを理解し，受講

生それぞれの研究テーマにふさわしい研究計画が立案で

きることを目指す。また，人為的な操作や介入が難しい

状況におけるデータ収集法としての参与観察法など，自

然観察における研究法も学修し，収集するデータやデー

タ解析，そして，研究知見の信頼性・妥当性を多面的に

評価できることも目指す。

＜到達目標＞

・主要な心理学的研究法について説明できる。（知識）

・主要なデータ解析法について説明できる。（知識）

・研究における倫理的側面に関する課題とその対処法を

説明できる。（知識）

・心理学研究法の知識を用いて，科学的な観点から人の

こころについて考えることができる。（態度・習慣）

・論文の方法・結果を適切に読み取り，批判的検討を行

うことができる（技能）

＜授業の進め方＞

講義および演習形式により行います。PCを用いて演習問

題に取り組むことがあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

研究法や解析法に関する知識は，各受講生の研究実施に

必ず必要となります。授業の予習・復習をするとともに，

獲得した知識や技能をもとに自らの研究計画を洗練させ

ていくようにして下さい。（目安として90分）

＜提出課題など＞

テキストの内容を分担して発表してもらいます。

授業中に演習問題に取り組んでもらい，その都度提出を

求めます。演習問題の回答は，次回の授業の冒頭で解説

を行います。

＜成績評価方法・基準＞

発表60%，毎回のコメントペーパー40%。

コメントペーパーの2/3以上の提出をもって単位認定の
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対象とします。

＜テキスト＞

高野陽太郎・岡　隆　(2017).　心理学研究法：心を見

つめる科学のまなざし　補訂版　有斐閣アルマ　￥2,20

0+税

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の全般的な進め方について説明します。シラバスを

読み，授業計画と概要について説明します。

第2回　心理学の研究法と心理測定

心理学の主要な研究方法について概観し，心理測定法に

ついて学びます

第3回　実験法1

実験計画，独立変数と従属変数，独立変数の操作につい

て学びます。

第4回　実験法2

従属変数の測定方法や剰余変数の統制について学びます。

第5回　さまざまな実験法

質問紙実験，準実験，単一事例実験など，さまざまな実

験法について学びます

第6回　心理学に特有な問題

人を対象とする実験や調査で生じやすい問題点や倫理的

問題について学びます。

第7回　調査法

質問紙調査の実施方法や尺度構成においての注意点につ

いて学びます。

第8回　観察法

観察法において現象を記述する方法や，確かなデータを

得るための注意点について学びます。

第9回　検査法

心理検査の妥当性や信頼性の評価や，検査得点の解釈や

標準化について学びます。

第10回　面接法

面接法の種類や実施方法，面接により得られたデータの

分析方法について学びます。

第11回　統計的分析

収集されたデータの統計的解析法について学びます。主

に，統計的仮説検定，効果量，信頼区間，検定力につい

て取り上げます。

第12回　実験法と分散分析

実験法で得られたデータの特徴や分析方法についてお話

しします。また，PCを使って分散分析の演習を行います。

第13回　因子分析

因子分析について学びます。また，PCを使って実際に分

析を行います。

第14回　重回帰分析

重回帰分析について学びます。また，PCを使って実際に

分析を行います。

第15回　ふりかえり

今までの授業をふり返り，総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

心理支援に関する理論と実践

難波　愛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業は、大学院心理学研究科修士課程専攻の学生を

対象に開講される公認心理師必須科目である。心理学研

究科のDP1に示す「公認心理師の主要5分野等で心理学の

専門性を必要とする職業を担うための広い視野に立つ心

理学の専門的知識・技能」を学ぶこと、DP3の「心理学

の理論と実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日

的課題の解決の方法を見出すこと」、さらにDP4の「高

い倫理性と強固な責任感を持って多様な人々と協働し、

研究や職務において主体的な役割を果たすこと」を学ぶ

ことを目指す。

この科目は、①力動論に基づく心理療法の理論と方法、

②行動論・認知論に基づく心理療法の理論と方法、③そ

の他の心理療法の理論と方法、④心理に関する相談・助

言・指導等への上記①から③の応用について講義とロー

ルプレイによって理解を深める。この科目を通じ、それ

ぞれの技法の基本的知識と技術を修得し、心理に関する

支援を要する者の特性や状況に応じた適切な支援方法の

選択・調整ができるようになることを目的とする。

なお、この科目担当者は、教育・福祉・医療領域で心理

専門職として仕事をしてきた、実務経験のある教員であ

る。従って、実習においては心理専門職の現場での実際

の関わり方についても細かく言及しながら、より実践的

な学びを目指す。

＜到達目標＞

・代表的な心理療法並びにカウンセリングの歴史、概念、

意義及び適用について説明できる。

・心理に関する支援を要する者の特性や状況に応じて適

切な支援方法を選択・調整することができる。

・心理療法やカウンセリングの適用の限界、要支援者等

のプライバシーへの配慮について説明できる。

＜授業の進め方＞

受講生が文献を調べてまとめ、レジュメを作って発表し、

参加者全員で共有討議する。また、ロールプレイなどの

体験学習によって理解を深める。

＜履修するにあたって＞

毎授業、ショートレポートの提出を求める。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前に伝える授業テーマについて、関連する文献や資料

を読み、予習してから授業に臨むこと。（目安として2

時間）　発表者は発表の準備をする。（目安として5時
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間）　授業後は授業の内容を復習し、次の授業に生かせ

るよう知識を整理しておく。（目安として2時間）

＜提出課題など＞

毎授業、ショートレポートの提出を求める。ショートレ

ポートの書き方や評価ポイントは授業ごとに説明を行う。

ショートレポートには質問や意見の記入も歓迎する。意

見や質問についてのフィードバックは毎授業開始時に行

う。

＜成績評価方法・基準＞

課題の3分の2以上の提出をもって評価の対象とする。

授業への参加度40％、発表内容30％、ショートレポート

30％として総合的に評価する。

＜テキスト＞

テキストを指定します。できる限り購入して授業に臨ん

でください。

公認心理師 実践ガイダンス 2.心理支援 (公認心理師実

践ガイダンス)

野島 一彦 岡村 達也 (監修), 小林 孝雄 (著), 金子

周平 (著)　木立の文庫　2019年

ISBN-13 : 978-4909862037

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方の説明

第2回　心理面接の基礎知識

個人情報の保護やインフォームドコンセント、面接の構

造等について学ぶ。

第3回　力動論に基づく心理療法

力動論に基づく心理療法について学ぶ。

第4回　行動論・認知論に基づく心理療法

行動論・認知論に基づく心理療法について学ぶ。

第5回　その他の心理療法1

人間性アプローチについて学ぶ。

第6回　その他の心理療法2

その他の心理療法・表現療法等について学ぶ

第7回　事例から学ぶ1

医療保健分野における事例から学ぶ。

第8回　事例から学ぶ2

福祉分野における事例から学ぶ。

第9回　事例から学ぶ3

教育分野における事例から学ぶ。

第10回　事例から学ぶ4

司法・犯罪分野における事例から学ぶ。

第11回　事例から学ぶ5

産業・労働分野における事例から学ぶ。

第12回　ロールプレイ1

成人の面接場面をロールプレイから学ぶ。

第13回　ロールプレイ2

子どもの面接場面をロールプレイから学ぶ。

第14回　ロールプレイ3

表現療法を用いた面接場面をロールプレイから学ぶ。

第15回　まとめ

授業全体の振り返りと質疑応答を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ⅰ

石﨑　淳一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　この科目は、公認心理師必須科目であり、その中の実

習科目である。心理学研究科の附設の心理臨床カウンセ

リングセンターでのケースに関わる実践を中心に実習を

行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、
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ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅰは、

最も基礎的な実習を実施する。

　なお、この科目担当者は医療や教育分野における心理

専門職としての実務経験のある教員である。従って、実

習においては現場での実際の関わり方についても細かく

言及しながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備，実習記録の作成，スーパービジョンの予習

・復習など）や課題学習を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。前期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技
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法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ⅰ

越川　陽介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅰは、

最も基礎的な実習を実施する。

　なお、この科目担当者は医療分野における心理専門職

としての実務経験のある教員である。従って、実習にお

いては現場での実際の関わり方についても細かく言及し

ながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備，実習記録の作成，スーパービジョンの予習

・復習など）や課題学習を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。前期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実
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習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ⅰ

竹田　剛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　この科目は、公認心理師必須科目であり、その中の実

習科目である。心理学研究科の附設の心理臨床カウンセ
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リングセンターでのケースに関わる実践を中心に実習を

行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅰは、

最も基礎的な実習を実施する。

　なお、この科目の担当者は公認心理師であり、約10年

の臨床経験を有している。現在も病院の心療内科でカウ

ンセリングを行う、実務経験のある教員である。実習の

中では、心の病気のありようやカウンセリングの実際の

観点からもコメントを返し、実践的な学びへと方向づけ

ていく。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備，実習記録の作成，スーパービジョンの予習

・復習など）や課題学習を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。前期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実
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習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ⅰ

筒井　優介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　この科目は、公認心理師必須科目であり、その中の実

習科目である。心理学研究科の附設の心理臨床カウンセ

リングセンターでのケースに関わる実践を中心に実習を

行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅰは、

最も基礎的な実習を実施する。

　なお、この科目担当者は医療や教育分野における心理

専門職としての実務経験のある教員である。従って、実

習においては現場での実際の関わり方についても細かく

言及しながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備，実習記録の作成，スーパービジョンの予習
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・復習など）や課題学習を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。前期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ⅰ

土井　晶子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞
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実習

感染対策のために、4月30日から5月28日までは遠隔授業

を行います。

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　この科目は、公認心理師必須科目であり、その中の実

習科目である。心理学研究科の附設の心理臨床カウンセ

リングセンターでのケースに関わる実践を中心に実習を

行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅰは、

最も基礎的な実習を実施する。

　なお、この科目担当者は産業分野における心理専門職

としての実務経験のある教員である。従って、実習にお

いては現場での実際の関わり方についても細かく言及し

ながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備，実習記録の作成，スーパービジョンの予習

・復習など）や課題学習を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。前期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい
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て基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ⅱ

石﨑　淳一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（1）コミュ

ニケーション、(2)心理検査、(3)心理面接、(4)地域支

援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニ

ーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に関する支

援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多職種連携

及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業倫理及び

法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修のために、

実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、ケースカ

ンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅱは、心理実

践実習Ⅰで獲得した知識・技能を基に、心理支援・アセ

スメントに関するより発展的な実習を実施する

　なお、この科目担当者は、医療や教育等の現場で心理

専門職として10年以上仕事をしてきた、実務経験のある

教員である。従って、実習においては心理専門職の現場

での実際の関わり方についても細かく言及しながら、よ

り実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、適切な説明ができ、一部の業務を担当できる（

知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について適切な説明ができ、一部の技法を自ら実施で

きる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の様々な事項に関心を

持ち、ケースについて心理学的観点から考えることがで

きる（態度・習慣）。



- 55 -

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

適切な態度を積極的に身につけようとしている（態度・

習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備、実習記録の作成、スーパービジョンの予習

・復習など）を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

ケースに関わる記録他、実習に関わる各種の記録と報告

書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。後期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。
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第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ⅱ

越川　陽介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（1）コミュ

ニケーション、(2)心理検査、(3)心理面接、(4)地域支

援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニ

ーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に関する支

援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多職種連携

及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業倫理及び

法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修のために、

実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、ケースカ

ンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅱは、心理実

践実習Ⅰで獲得した知識・技能を基に、心理支援・アセ

スメントに関するより発展的な実習を実施する。

　なお、この科目担当者は、医療の現場で心理専門職と

して10年以上仕事をしてきた、実務経験のある教員であ

る。従って、実習においては心理専門職の現場での実際

の関わり方についても細かく言及しながら、より実践的

な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、適切な説明ができ、一部の業務を担当できる（

知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について適切な説明ができ、一部の技法を自ら実施で

きる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の様々な事項に関心を

持ち、ケースについて心理学的観点から考えることがで

きる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

適切な態度を積極的に身につけようとしている（態度・

習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備、実習記録の作成、スーパービジョンの予習

・復習など）を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

ケースに関わる記録他、実習に関わる各種の記録と報告

書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。後期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実
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習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ⅱ

竹田　剛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（1）コミュ

ニケーション、(2)心理検査、(3)心理面接、(4)地域支

援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニ

ーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に関する支

援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多職種連携

及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業倫理及び

法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修のために、

実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、ケースカ

ンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅱは、心理実

践実習Ⅰで獲得した知識・技能を基に、心理支援・アセ
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スメントに関するより発展的な実習を実施する

　なお、この科目の担当者は公認心理師であり、約10年

の臨床経験を有している。現在も病院の心療内科でカウ

ンセリングを行う、実務経験のある教員である。実習の

中では、心の病気のありようやカウンセリングの実際の

観点からもコメントを返し、実践的な学びへと方向づけ

ていく。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、適切な説明ができ、一部の業務を担当できる（

知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について適切な説明ができ、一部の技法を自ら実施で

きる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の様々な事項に関心を

持ち、ケースについて心理学的観点から考えることがで

きる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

適切な態度を積極的に身につけようとしている（態度・

習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備、実習記録の作成、スーパービジョンの予習

・復習など）を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

ケースに関わる記録他、実習に関わる各種の記録と報告

書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。後期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実
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習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ⅱ

筒井　優介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（1）コミュ

ニケーション、(2)心理検査、(3)心理面接、(4)地域支

援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニ

ーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に関する支

援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多職種連携

及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業倫理及び

法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修のために、

実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、ケースカ

ンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅱは、心理実

践実習Ⅰで獲得した知識・技能を基に、心理支援・アセ

スメントに関するより発展的な実習を実施する

　なお、この科目担当者は医療や教育分野における心理

専門職としての実務経験のある教員である。従って、実

習においては現場での実際の関わり方についても細かく

言及しながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、適切な説明ができ、一部の業務を担当できる（

知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について適切な説明ができ、一部の技法を自ら実施で

きる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の様々な事項に関心を

持ち、ケースについて心理学的観点から考えることがで

きる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

適切な態度を積極的に身につけようとしている（態度・

習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備、実習記録の作成、スーパービジョンの予習

・復習など）を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

ケースに関わる記録他、実習に関わる各種の記録と報告

書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。後期の学内実習の
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スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ⅱ

土井　晶子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。
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心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（1）コミュ

ニケーション、(2)心理検査、(3)心理面接、(4)地域支

援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニ

ーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に関する支

援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多職種連携

及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業倫理及び

法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修のために、

実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、ケースカ

ンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅱは、心理実

践実習Ⅰで獲得した知識・技能を基に、心理支援・アセ

スメントに関するより発展的な実習を実施する

　なお、この科目担当者は、産業の現場で心理専門職と

して15年以上仕事をしてきた、実務経験のある教員であ

る。従って、実習においては心理専門職の現場での実際

の関わり方についても細かく言及しながら、より実践的

な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、適切な説明ができ、一部の業務を担当できる（

知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について適切な説明ができ、一部の技法を自ら実施で

きる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の様々な事項に関心を

持ち、ケースについて心理学的観点から考えることがで

きる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

適切な態度を積極的に身につけようとしている（態度・

習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備、実習記録の作成、スーパービジョンの予習

・復習など）を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

ケースに関わる記録他、実習に関わる各種の記録と報告

書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。後期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。
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第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。ロールプレイや教員の指導の下で心理支援の技

法を実践して、アセスメントや心理面接等の技法につい

て基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ⅲ

竹田　剛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

感染対策のために、4月30日から5月29日までの間、遠隔

授業を行う可能性がありますので、遠隔授業情報を確認

してください。

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の発展的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅲは、

心理実践実習Ⅰ・Ⅱで獲得した知識・技能を基により発

展的・実践的な実習を実施する。

　なお、この科目担当者は医療や教育分野における心理

専門職としての実務経験のある教員である。従って、実

習においては現場での実際の関わり方についても細かく

言及しながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞
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実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備，実習記録の作成，スーパービジョンの予習

・復習など）や課題学習を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。前期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ⅲ

土井　晶子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の発展的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅲは、

心理実践実習Ⅰ・Ⅱで獲得した知識・技能を基により発

展的・実践的な実習を実施する。

　なお、この科目担当者は産業臨床分野における心理専

門職として15年以上の実務経験のある教員である。従っ

て、実習においては現場での実際の関わり方についても

細かく言及しながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備，実習記録の作成，スーパービジョンの予習

・復習など）や課題学習を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出結果と実習参加状況により総合的に評価する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。前期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実
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習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ⅲ

中川　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の発展的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅲは、

心理実践実習Ⅰ・Ⅱで獲得した知識・技能を基により発

展的・実践的な実習を実施する。

　なお、この科目担当者は医療や教育分野における心理

専門職としての実務経験のある教員である。従って、実

習においては現場での実際の関わり方についても細かく

言及しながら、より実践的な学びを目指す。

　なお、この授業は、リワーク、外部EAP、企業など、

産業分野で心理士としての実務経験を10年以上有する教

員が担当を行います。

＜到達目標＞
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1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

実習形式で進める。

またカウンセリングセンターのケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備，実習記録の作成，スーパービジョンの予習

・復習など）や課題学習を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出結果と実習参加状況により総合的に評価する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。前期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習1

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習2

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習3

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習4

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習5

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習6

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習7

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習8

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習9

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習10

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習11

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実
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習12

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン1

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン2

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ⅲ

博野　信次

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の発展的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅲは、

心理実践実習Ⅰ・Ⅱで獲得した知識・技能を基により発

展的・実践的な実習を実施する。

　なおこの科目の担当者は神経内科医として30年以上の

経験があり、現在も病院に勤務する実務経験のある教員

である。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備，実習記録の作成，スーパービジョンの予習

・復習など）や課題学習を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。前期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。
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第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ⅲ

三和　千徳

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。公認心理師必須科目であり、そ

の中の実習科目である。心理学研究科の附設の心理臨床

カウンセリングセンターでのケースに関わる実践を中心

に実習を行う。本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の

発展的な水準の修得を目的とする。（ア）心理に関する

支援を要する者等に関する以下の知識及び技能の修得。

（１）コミュニケーション、（２）心理検査、（３）心

理面接、（４）地域支援等。（イ）心理に関する支援を

要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成。

（ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプロー

チ。（エ）多職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師

としての職業倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～

（オ）の学修のために、実習生はケースを担当し、教員

の指導を受け、ケースカンファレンスの発表を行う。心

理実践実習Ⅲは、心理実践実習Ⅰ・Ⅱで獲得した知識・
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技能を基により発展的・実践的な実習を実施する。なお、

この科目の担当者は精神科医として医療機関に30年実務

経験のある教員である。従って、実習においては現場で

の実際の関わり方についても細かく言及しながら、より

実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備，実習記録の作成，スーパービジョンの予習

・復習など）や課題学習を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。前期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい



- 70 -

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ⅲ

村井　佳比子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。公認心理師必須科目であり、そ

の中の実習科目である。心理学研究科の附設の心理臨床

カウンセリングセンターでのケースに関わる実践を中心

に実習を行う。

本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の発展的な水準の

修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する者

等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュニ

ケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４）

地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の理

解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に関

する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多職

種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業倫

理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修の

ために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅲは、

心理実践実習Ⅰ・Ⅱで獲得した知識・技能を基により発

展的・実践的な実習を実施する。

なお、この科目担当者は、特に精神科クリニックで心理

専門職として仕事をしてきた、実務経験のある教員であ

る。従って、実習においては心理専門職の現場での実際

の関わり方についても細かく言及しながら、より実践的

な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備，実習記録の作成，スーパービジョンの予習

・復習など）や課題学習を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。提出された課題には個

別にフィードバックを行う。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。前期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実
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習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ⅳ

竹田　剛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター
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でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の発展的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅳは、

心理実践実習Ⅲで獲得した知識・技能を基により発展的

・実践的な実習を実施する。

　なお、この科目担当者は医療や教育分野における30年

以上の心理専門職としての実務経験のある教員である。

従って、実習においては現場での実際の関わり方につい

ても細かく言及しながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備、実習記録の作成、スーパービジョンの予習

・復習など）を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

ケースに関わる記録他、実習に関わる各種の記録と報告

書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。後期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい
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て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ⅳ

土井　晶子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の発展的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅳは、

心理実践実習Ⅲで獲得した知識・技能を基により発展的

・実践的な実習を実施する。

　なお、この科目担当者は産業分野における心理専門職

としての実務経験のある教員である。従って、実習にお

いては現場での実際の関わり方についても細かく言及し

ながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備、実習記録の作成、スーパービジョンの予習

・復習など）を毎日1時間以上必要とする。
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＜提出課題など＞

ケースに関わる記録他、実習に関わる各種の記録と報告

書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。後期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ⅳ

中川　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞
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実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の発展的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅳは、

心理実践実習Ⅲで獲得した知識・技能を基により発展的

・実践的な実習を実施する。

　なお、この授業は、リワーク、外部EAP、企業など、

産業分野で心理士としての実務経験を10年以上有する教

員が担当を行う。従って、実習においては現場での実際

の関わり方についても細かく言及しながら、より実践的

な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。

またカウンセリングセンターのケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備、実習記録の作成、スーパービジョンの予習

・復習など）を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

ケースに関わる記録他、実習に関わる各種の記録と報告

書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。後期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習1

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習2

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習3

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習4

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習5

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の
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指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習6

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習7

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習8

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習9

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習10

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習11

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習12

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン1

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン2

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ⅳ

博野　信次

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

　公認心理師必須科目であり、その中の実習科目である。

心理学研究科の附設の心理臨床カウンセリングセンター

でのケースに関わる実践を中心に実習を行う。

　本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の発展的な水準

の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する

者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュ

ニケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４

）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の

理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に

関する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多

職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業

倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修

のために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅳは、

心理実践実習Ⅲで獲得した知識・技能を基により発展的

・実践的な実習を実施する。

　なおこの科目の担当者は神経内科医として30年以上の

経験があり、現在も病院に勤務する実務経験のある教員

である。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。
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4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備、実習記録の作成、スーパービジョンの予習

・復習など）を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

ケースに関わる記録他、実習に関わる各種の記録と報告

書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。後期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン
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ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ⅳ

三和　千徳

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。公認心理師科目であり、その中

の実習科目である。心理学研究科の附設の心理臨床カウ

ンセリングセンターでのケースに関わる実践を中心に実

習を行う。本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の発展

的な水準の修得を目的とする。（ア）心理に関する支援

を要する者等に関する以下の知識及び技能の修得。（１

）コミュニケーション、（２）心理検査、（３）心理面

接、（４）地域支援等。（イ）心理に関する支援を要す

る者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ

）心理に関する支援を要する者へのチームアプローチ。

（エ）多職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師とし

ての職業倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ

）の学修のために、実習生はケースを担当し、教員の指

導を受け、ケースカンファレンスの発表を行う。心理実

践実習Ⅳは、心理実践実習Ⅲで獲得した知識・技能を基

により発展的・実践的な実習を実施する。なお、この授

業の担当者は、精神科医として医療機関での臨床業務を

30年経験している実務経験のある教員であり、より実践

的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備、実習記録の作成、スーパービジョンの予習

・復習など）を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

ケースに関わる記録他、実習に関わる各種の記録と報告

書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。後期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。
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第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ⅳ

村井　佳比子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。公認心理師必須科目であり、そ

の中の実習科目である。心理学研究科の附設の心理臨床

カウンセリングセンターでのケースに関わる実践を中心

に実習を行う。

本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の発展的な水準の

修得を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する者

等に関する以下の知識及び技能の修得。（１）コミュニ

ケーション、（２）心理検査、（３）心理面接、（４）

地域支援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の理

解とニーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に関

する支援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多職

種連携及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業倫

理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修の

ために、実習生はケースを担当し、教員の指導を受け、

ケースカンファレンスの発表を行う。心理実践実習Ⅳは、

心理実践実習Ⅲで獲得した知識・技能を基により発展的

・実践的な実習を実施する。

　なお、この科目担当者は、特に精神科クリニックで心

理専門職として仕事をしてきた、実務経験のある教員で

ある。従って、実習においては心理専門職の現場での実

際の関わり方についても細かく言及しながら、より実践
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的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．カウンセリングセンターの行なっている心理支援に

ついて、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる

（知識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。またカウンセリングセンター

のケースについて検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

ケースに関わる各種の作業（アセスメント及び心理支援

の事前準備、実習記録の作成、スーパービジョンの予習

・復習など）を毎日1時間以上必要とする。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指? する。提出された課題には個

別にフィードバックを行う。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習報告書（20％）、スーパービジ

ョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。後期の学内実習の

スケジュールや注意点等を説明する。

第2回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第3回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第4回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第5回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第6回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第7回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第8回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第9回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第10回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第11回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第12回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習
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公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第13回　公認心理師のための心理支援・アセスメント実

習

公認心理師のための心理支援・アセスメント実習につい

て学ぶ。カウンセリングセンターのケースを基に教員の

指導の下で心理支援の技法を実践して、アセスメントや

心理面接等の技法について基礎的な技能を修める。

第14回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

第15回　グループ・スーパービジョン

ケースに関わるグループ・スーパービジョンを行う。全

体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事項をま

とめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ａ

清水　寛之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

公認心理師必須科目であり、学外実習科目である。主に、

教育領域の実習施設である小中学校、高等学校において

実習を行い、教育分野に関わる公認心理師の実践につい

て学ぶ。

本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準の

修得を目的とする。

（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知

識及び技能の修得。（1）コミュニケーション、(2)心理

検査、(3)心理面接、(4)地域支援等。

（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの

把握及び支援計画の作成。

（ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプロー

チ。

（エ）多職種連携及び地域連携。

（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理

解。

上記（ア）～（オ）の学修のために、実習生はケースを

担当し、実習指導者および教員の事前・事後指導、およ

び帰校日指導を受け、ケースカンファレンスの発表を行

う。実習施設によっては、短期の見学を中心とした実習

を行う場合もある。

なお、この科目担当者は、十数年にわたって神戸市教育

委員会による「通常学級におけるLD等の特別支援」事業

に基づいて神戸市内小中学校に巡回相談の実務経験のあ

る教員である。従って、実習においてはとくに学校現場

での心理支援の実際の関わり方についても細かく言及し

ながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．教育領域において行われている心理支援について、

基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知識・

技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、教育分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また教育分野における公認心

理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週3時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成など、①～③に関わる課題学習を行

う。

＜提出課題など＞

実習計画書（計画に従い、実習を遂行する）、ケースや

見学に関わる記録他、実習に関わる各種の記録と最終的

な実習報告書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書（20％）、

スーパービジョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

授業中に適宜指示します。
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＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。教育分野における

学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　教育分野における学外実習事前指導

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第3回　教育分野における学外実習事前指導

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第4回　教育分野における学外実習事前指導

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第5回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第6回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第7回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第8回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第9回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第10回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第11回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第12回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第13回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第14回　教育分野における学外実習事後指導

教育分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

第15回　教育分野における学外実習事後指導

教育分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ａ

道城　裕貴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

公認心理師必須科目であり、学外実習科目である。主に、

教育領域の実習施設である小中学校、高等学校において

実習を行い、教育分野に関わる公認心理師の実践につい

て学ぶ。
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本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準の

修得を目的とする。

（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知

識及び技能の修得。（1）コミュニケーション、(2)心理

検査、(3)心理面接、(4)地域支援等。

（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの

把握及び支援計画の作成。

（ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプロー

チ。

（エ）多職種連携及び地域連携。

（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理

解。

上記（ア）～（オ）の学修のために、実習生はケースを

担当し、実習指導者および教員の事前・事後指導、およ

び帰校日指導を受け、ケースカンファレンスの発表を行

う。実習施設によっては、短期の見学を中心とした実習

を行う場合もある。

なお、この科目担当者は、十数年にわたって神戸市教育

委員会による「通常学級におけるLD等の特別支援」事業

に基づいて神戸市内小中学校に巡回相談の実務経験のあ

る教員である。従って、実習においてはとくに学校現場

での心理支援の実際の関わり方についても細かく言及し

ながら、より実践的な学びを目指す。

　なお、この演習担当者は公認心理師であり，教育現場

で約15年の心理実践の経験があります。

＜到達目標＞

1．教育領域において行われている心理支援について、

基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知識・

技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、教育分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める（一部はオンライン授業）。ま

た教育分野における公認心理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週3時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成など、①～③に関わる課題学習を行

う。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出状況と実習参加状況により総合的に評価する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

とくに指定しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。教育分野における

学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　教育分野における学外実習事前指導

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第3回　教育分野における学外実習事前指導

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第4回　教育分野における学外実習事前指導

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第5回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第6回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第7回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第8回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第9回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校
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等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第10回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第11回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第12回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第13回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第14回　教育分野における学外実習事後指導

教育分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

第15回　教育分野における学外実習事後指導

教育分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ａ

長谷川　千洋

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

公認心理師必須科目であり、学外実習科目である。主に、

教育領域の実習施設である小中学校、高等学校において

実習を行い、教育分野に関わる公認心理師の実践につい

て学ぶ。

本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準の

修得を目的とする。

（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知

識及び技能の修得。（1）コミュニケーション、(2)心理

検査、(3)心理面接、(4)地域支援等。

（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの

把握及び支援計画の作成。

（ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプロー

チ。

（エ）多職種連携及び地域連携。

（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理

解。

上記（ア）～（オ）の学修のために、実習生はケースを

担当し、実習指導者および教員の事前・事後指導、およ

び帰校日指導を受け、ケースカンファレンスの発表を行

う。実習施設によっては、短期の見学を中心とした実習

を行う場合もある。

なお、この科目担当者は教育・医療の心理臨床現場で20

年以上の実務経験のある教員である。従って、実習にお

いては心理支援の実際の関わり方についても細かく言及

しながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．教育領域において行われている心理支援について、

基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知識・

技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、教育分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また教育分野における公認心

理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞
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週3時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成など、①～③に関わる課題学習を行

う。

＜提出課題など＞

実習計画書（計画に従い、実習を遂行する）、ケースや

見学に関わる記録他、実習に関わる各種の記録と最終的

な実習報告書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書

（20％）、スーパービジョン（30％）により総合的に判

定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。教育分野における

学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　教育分野における学外実習事前指導

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第3回　教育分野における学外実習事前指導

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第4回　教育分野における学外実習事前指導

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第5回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第6回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第7回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第8回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第9回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第10回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第11回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第12回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第13回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第14回　教育分野における学外実習事後指導

教育分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

第15回　教育分野における学外実習事後指導

教育分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ａ

石﨑　淳一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

公認心理師必須科目であり、学外実習科目である。主に、

教育領域の実習施設である小中学校、高等学校において

実習を行い、教育分野に関わる公認心理師の実践につい

て学ぶ。

本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準の

修得を目的とする。

（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知

識及び技能の修得。（1）コミュニケーション、(2)心理

検査、(3)心理面接、(4)地域支援等。

（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの

把握及び支援計画の作成。

（ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプロー

チ。

（エ）多職種連携及び地域連携。

（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理

解。

上記（ア）～（オ）の学修のために、実習生はケースを

担当し、実習指導者および教員の事前・事後指導、およ

び帰校日指導を受け、ケースカンファレンスの発表を行

う。実習施設によっては、短期の見学を中心とした実習

を行う場合もある。

なお、この科目の担当者は医療や教育の現場において心

理専門職としての実務経験がある教員である。従って、

心理専門職が関わる現場での実際について言及しながら

より実践的な学びを深めていく。

＜到達目標＞

1．教育領域において行われている心理支援について、

基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知識・

技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、教育分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また教育分野における公認心

理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週3時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成など、①～③に関わる課題学習を行

う。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書（20％）、

スーパービジョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

とくに指定しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。教育分野における

学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　教育分野における学外実習事前指導

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第3回　教育分野における学外実習事前指導

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第4回　教育分野における学外実習事前指導

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第5回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。
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第6回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第7回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第8回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第9回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第10回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第11回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第12回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第13回　教育分野における学外実習

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第14回　教育分野における学外実習事後指導

教育分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

第15回　教育分野における学外実習事後指導

教育分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ａ

難波　愛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

公認心理師必須科目であり、学外実習科目である。主に、

教育領域の実習施設である小中学校、高等学校において

実習を行い、教育分野に関わる公認心理師の実践につい

て学ぶ。

本実習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準の

修得を目的とする。

（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知

識及び技能の修得。（1）コミュニケーション、(2)心理

検査、(3)心理面接、(4)地域支援等。

（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの

把握及び支援計画の作成。

（ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプロー

チ。

（エ）多職種連携及び地域連携。

（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理

解。

上記（ア）～（オ）の学修のために、実習生はケースを

担当し、実習指導者および教員の事前・事後指導、およ

び帰校日指導を受け、ケースカンファレンスの発表を行

う。実習施設によっては、短期の見学を中心とした実習

を行う場合もある。

なお、この科目担当者は、学校臨床にて25年の経験のあ

る教員が担当する授業である。従って、実習においては

とくに学校現場での心理支援の実際の関わり方について

も細かく言及しながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞



- 88 -

1．教育領域において行われている心理支援について、

基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知識・

技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、教育分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また教育分野における公認心

理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週3時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成など、①～③に関わる課題学習を行

う。

＜提出課題など＞

実習計画書（計画に従い、実習を遂行する）、ケースや

見学に関わる記録他、実習に関わる各種の記録と最終的

な実習報告書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書

（20％）、スーパービジョン（30％）により総合的に判

定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。教育分野における

学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　教育分野における学外実習事前指導1

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第3回　教育分野における学外実習事前指導2

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第4回　教育分野における学外実習事前指導3

教育分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。発達障害、いじめ、不登校など、学校を取り巻

く現況や学校内で行われている心理支援について学ぶ。

第5回　教育分野における学外実習1

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第6回　教育分野における学外実習2

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第7回　教育分野における学外実習3

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第8回　教育分野における学外実習4

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第9回　教育分野における学外実習5

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第10回　教育分野における学外実習6

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第11回　教育分野における学外実習7

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。
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第12回　教育分野における学外実習8

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第13回　教育分野における学外実習9

教育分野における実習施設である、小中学校、高等学校

等において、実習指導者の指導を受けながら支援を要す

る児童生徒への支援を行う。心理支援の技法を実践して、

アセスメント（観察）や心理支援等の技法について基礎

的な技能を修める。

第14回　教育分野における学外実習事後指導1

教育分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

第15回　教育分野における学外実習事後指導2

教育分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ｂ

石﨑　淳一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

公認心理師必須科目であり、学外実習科目である。福祉

領域の実習施設である福祉施設等において実習を行い、

福祉分野に関わる公認心理師の実践について学ぶ。本実

習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準の修得

を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する者等に

関する以下の知識及び技能の修得。（1）コミュニケー

ション、（2）心理検査、（3）心理面接、（4）地域支

援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニ

ーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に関する支

援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多職種連携

及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業倫理及び

法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修のために、

実習生はケースを担当し、実習指導者および教員の事前

・事後指導、および帰校日指導を受け、ケースカンファ

レンスの発表を行う。実習施設によっては、短期の見学

を中心とした実習を行う場合もある。

なお、この科目担当者は医療・福祉・教育分野で30年以

上の心理職としての実務経験のある教員である。従って、

実習においては福祉施設における心理士として働く人た

ちへの実際の関わり方についても細かく言及しながら、

より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．産業領域において行われている心理支援について、

基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知識・

技能）。2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な

理論や方法について、基本的な説明ができ、一部の技法

を自ら実施できる（知識・技能）。3．公認心理師が関

わる心理支援の基本的な事項に関心を持ち、ケースにつ

いて心理学的観点から考えることができる（態度・習慣

）。4．公認心理師として必要な連携や倫理について理

解し、基本的な態度を積極的に身につけようとしている

（態度・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、福祉分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また福祉分野における公認心

理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週4時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成などを行う。

＜提出課題など＞

実習計画書（計画に従い、実習を遂行する）、ケースや

見学に関わる記録他、実習に関わる各種の記録と最終的

な実習報告書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書（20％）、

スーパービジョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

とくに指定しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション
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この授業の進め方について説明する。福祉分野における

学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　福祉分野における学外実習事前指導

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第3回　福祉分野における学外実習事前指導

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第4回　福祉分野における学外実習事前指導

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第5回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第6回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第7回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第8回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第9回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第10回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第11回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第12回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第13回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第14回　福祉分野における実習事後指導

福祉分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

第15回　福祉分野における実習事後指導

福祉分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ｂ

長谷川　千洋

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

公認心理師必須科目であり、学外実習科目である。福祉

領域の実習施設である福祉施設等において実習を行い、

福祉分野に関わる公認心理師の実践について学ぶ。本実

習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準の修得

を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する者等に

関する以下の知識及び技能の修得。（1）コミュニケー

ション、（2）心理検査、（3）心理面接、（4）地域支

援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニ
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ーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に関する支

援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多職種連携

及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業倫理及び

法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修のために、

実習生はケースを担当し、実習指導者および教員の事前

・事後指導、および帰校日指導を受け、ケースカンファ

レンスの発表を行う。実習施設によっては、短期の見学

を中心とした実習を行う場合もある。なお、この科目は

公認心理師であり心理臨床現場で20年以上にわたり実務

経験のある担当者が，実践的観点から授業を行う。

＜到達目標＞

1．産業領域において行われている心理支援について、

基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知識・

技能）。2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な

理論や方法について、基本的な説明ができ、一部の技法

を自ら実施できる（知識・技能）。3．公認心理師が関

わる心理支援の基本的な事項に関心を持ち、ケースにつ

いて心理学的観点から考えることができる（態度・習慣

）。4．公認心理師として必要な連携や倫理について理

解し、基本的な態度を積極的に身につけようとしている

（態度・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、福祉分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また福祉分野における公認心

理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週4時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成などを行う。

＜提出課題など＞

実習計画書（計画に従い、実習を遂行する）、ケースや

見学に関わる記録他、実習に関わる各種の記録と最終的

な実習報告書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書（20％）、

スーパービジョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

とくに指定しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。福祉分野における

学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　福祉分野における学外実習事前指導

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第3回　福祉分野における学外実習事前指導

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第4回　福祉分野における学外実習事前指導

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第5回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第6回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第7回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第8回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第9回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第10回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第11回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第12回　福祉分野における学外実習



- 92 -

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第13回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第14回　福祉分野における実習事後指導

福祉分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

第15回　福祉分野における実習事後指導

福祉分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ｂ

清水　寛之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

公認心理師必須科目であり、学外実習科目である。福祉

領域の実習施設である福祉施設等において実習を行い、

福祉分野に関わる公認心理師の実践について学ぶ。本実

習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準の修得

を目的とする。

（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知

識及び技能の修得。（1）コミュニケーション、（2）心

理検査、（3）心理面接、（4）地域支援等。

（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの

把握及び支援計画の作成。

（ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプロー

チ。

（エ）多職種連携及び地域連携。

（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理

解。

上記（ア）～（オ）の学修のために、実習生はケースを

担当し、実習指導者および教員の事前・事後指導、およ

び帰校日指導を受け、ケースカンファレンスの発表を行

う。実習施設によっては、短期の見学を中心とした実習

を行う場合もある。

なお、この科目担当者は、十数年にわたって神戸市教育

委員会による「通常学級におけるLD等の特別支援」事業

に基づいて神戸市内小中学校に巡回相談の実務経験のあ

る教員である。従って、実習においてはとくに心理支援

の実際の関わり方についても細かく言及しながら、より

実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．産業領域において行われている心理支援について、

基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知識・

技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、福祉分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また福祉分野における公認心

理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週4時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成などを行う。

＜提出課題など＞

実習計画書（計画に従い、実習を遂行する）、ケースや

見学に関わる記録他、実習に関わる各種の記録と最終的

な実習報告書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書（20％）、

スーパービジョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

とくに使用しない。

＜参考図書＞

授業中に適宜指示する。

＜授業計画＞
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第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。福祉分野における

学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　福祉分野における学外実習事前指導1

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第3回　福祉分野における学外実習事前指導2

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第4回　福祉分野における学外実習事前指導3

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第5回　福祉分野における学外実習1

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第6回　福祉分野における学外実習2

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第7回　福祉分野における学外実習3

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第8回　福祉分野における学外実習4

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第9回　福祉分野における学外実習5

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第10回　福祉分野における学外実習6

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第11回　福祉分野における学外実習7

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第12回　福祉分野における学外実習8

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第13回　福祉分野における学外実習9

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第14回　福祉分野における実習事後指導1

福祉分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

第15回　福祉分野における実習事後指導2

福祉分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ｂ

道城　裕貴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習。

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

公認心理師必須科目であり、学外実習科目である。福祉

領域の実習施設である福祉施設等において実習を行い、

福祉分野に関わる公認心理師の実践について学ぶ。本実

習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準の修得

を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する者等に

関する以下の知識及び技能の修得。（1）コミュニケー

ション、（2）心理検査、（3）心理面接、（4）地域支
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援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニ

ーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に関する支

援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多職種連携

及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業倫理及び

法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修のために、

実習生はケースを担当し、実習指導者および教員の事前

・事後指導、および帰校日指導を受け、ケースカンファ

レンスの発表を行う。実習施設によっては、短期の見学

を中心とした実習を行う場合もある。

　なお、この演習担当者は公認心理師であり，教育現場

で約15年の心理実践の経験があります。

＜到達目標＞

1．産業領域において行われている心理支援について、

基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知識・

技能）。2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な

理論や方法について、基本的な説明ができ、一部の技法

を自ら実施できる（知識・技能）。3．公認心理師が関

わる心理支援の基本的な事項に関心を持ち、ケースにつ

いて心理学的観点から考えることができる（態度・習慣

）。4．公認心理師として必要な連携や倫理について理

解し、基本的な態度を積極的に身につけようとしている

（態度・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、福祉分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また福祉分野における公認心

理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週4時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成などを行う。

＜提出課題など＞

実習計画書（計画に従い、実習を遂行する）、ケースや

見学に関わる記録他、実習に関わる各種の記録と最終的

な実習報告書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書（20％）、

スーパービジョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

とくに指定しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。福祉分野における

学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　福祉分野における学外実習事前指導

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第3回　福祉分野における学外実習事前指導

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第4回　福祉分野における学外実習事前指導

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第5回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第6回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第7回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第8回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第9回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第10回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第11回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。
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第12回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第13回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第14回　福祉分野における実習事後指導

福祉分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

第15回　福祉分野における実習事後指導

福祉分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ｂ

難波　愛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業）

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

公認心理師必須科目であり、学外実習科目である。福祉

領域の実習施設である福祉施設等において実習を行い、

福祉分野に関わる公認心理師の実践について学ぶ。本実

習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準の修得

を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する者等に

関する以下の知識及び技能の修得。（1）コミュニケー

ション、（2）心理検査、（3）心理面接、（4）地域支

援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニ

ーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に関する支

援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多職種連携

及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業倫理及び

法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修のために、

実習生はケースを担当し、実習指導者および教員の事前

・事後指導、および帰校日指導を受け、ケースカンファ

レンスの発表を行う。実習施設によっては、短期の見学

を中心とした実習を行う場合もある。

なお、この科目の担当者は、心理専門職として25年の現

場経験を持ち、現在も教育・福祉領域で心理支援を行う

実務経験のある教員である。よって、現場経験を踏まえ

てより高度な臨床実践の学びを目指す。

＜到達目標＞

1．福祉領域において行われている心理支援について、

基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知識・

技能）。2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な

理論や方法について、基本的な説明ができ、一部の技法

を自ら実施できる（知識・技能）。3．公認心理師が関

わる心理支援の基本的な事項に関心を持ち、ケースにつ

いて心理学的観点から考えることができる（態度・習慣

）。4．公認心理師として必要な連携や倫理について理

解し、基本的な態度を積極的に身につけようとしている

（態度・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、福祉分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また福祉分野における公認心

理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週4時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成などを行う。

＜提出課題など＞

実習計画書（計画に従い、実習を遂行する）、ケースや

見学に関わる記録他、実習に関わる各種の記録と最終的

な実習報告書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書（20％）、

スーパービジョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

とくに指定しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。福祉分野における

学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　福祉分野における学外実習事前指導1

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を
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受ける。

第3回　福祉分野における学外実習事前指導2

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第4回　福祉分野における学外実習事前指導3

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第5回　福祉分野における学外実習1

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第6回　福祉分野における学外実習2

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第7回　福祉分野における学外実習3

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第8回　福祉分野における学外実習4

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第9回　福祉分野における学外実習5

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第10回　福祉分野における学外実習6

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第11回　福祉分野における学外実習7

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第12回　福祉分野における学外実習8

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第13回　福祉分野における学外実習9

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第14回　福祉分野における実習事後指導1

福祉分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

第15回　福祉分野における実習事後指導2

福祉分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ｂ

土井　晶子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

公認心理師必須科目であり、学外実習科目である。福祉

領域の実習施設である福祉施設等において実習を行い、

福祉分野に関わる公認心理師の実践について学ぶ。本実

習は、次の（ア）～（オ）の事項の基本的な水準の修得

を目的とする。（ア）心理に関する支援を要する者等に

関する以下の知識及び技能の修得。（1）コミュニケー

ション、（2）心理検査、（3）心理面接、（4）地域支

援等。（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニ

ーズの把握及び支援計画の作成。（ウ）心理に関する支

援を要する者へのチームアプローチ。（エ）多職種連携

及び地域連携。（オ）公認心理師としての職業倫理及び

法的義務への理解。上記（ア）～（オ）の学修のために、
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実習生はケースを担当し、実習指導者および教員の事前

・事後指導、および帰校日指導を受け、ケースカンファ

レンスの発表を行う。実習施設によっては、短期の見学

を中心とした実習を行う場合もある。

なお、この科目担当者は産業分野で実務経験のある教員

である。従って、実習においては心理士として働く人た

ちへの実際の関わり方についても細かく言及しながら、

より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．福祉領域において行われている心理支援について、

基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知識・

技能）。2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な

理論や方法について、基本的な説明ができ、一部の技法

を自ら実施できる（知識・技能）。3．公認心理師が関

わる心理支援の基本的な事項に関心を持ち、ケースにつ

いて心理学的観点から考えることができる（態度・習慣

）。4．公認心理師として必要な連携や倫理について理

解し、基本的な態度を積極的に身につけようとしている

（態度・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、福祉分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また福祉分野における公認心

理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週4時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成などを行う。

＜提出課題など＞

実習計画書（計画に従い、実習を遂行する）、ケースや

見学に関わる記録他、実習に関わる各種の記録と最終的

な実習報告書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書（20％）、

スーパービジョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

とくに指定しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。福祉分野における

学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　福祉分野における学外実習事前指導

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第3回　福祉分野における学外実習事前指導

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第4回　福祉分野における学外実習事前指導

福祉分野における学外実習に参加するための事前指導を

受ける。

第5回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第6回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第7回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第8回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第9回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第10回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第11回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第12回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、
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実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第13回　福祉分野における学外実習

福祉分野における実習施設である、福祉施設等において、

実習指導者の指導を受けながら支援を要する利用者への

支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメント

（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能を修

める。

第14回　福祉分野における実習事後指導

福祉分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

第15回　福祉分野における実習事後指導

福祉分野における学外実習を振り返り、事後指導を受け

る。全体で討議し、後期での学びを振り返り、重要な事

項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ｃ

小久保　香江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

この科目は公認心理師必須科目であり、学外実習科目で

ある。病院、診療所などの医療施設において実習を行い、

保健医療に関わる公認心理師の実践について、特に神経

心理学的アセスメントや高次脳機能障害に関する医療に

ついて深く学ぶ。本実習は、次の（ア）～（オ）の事項

の基本的な水準の修得を目的とする。

（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知

識及び技能の修得。(1)コミュニケーション、(2)心理検

査、(3)心理面接、(4)地域支援等。

（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの

把握及び支援計画の作成。

（ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプロー

チ。

（エ）多職種連携及び地域連携。

（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理

解。

上記（ア）～（オ）の学修のために、実習生はケースを

担当し、実習指導者および教員の事前・事後指導、およ

び帰校日指導を受ける。

なお、この科目担当者は、医療施設において公認心理師

としての実務経験がある教員である。従って、実習にお

いては現場での実際の関わり方についても細かく言及し

ながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．保健医療領域において行われている心理支援につい

て、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知

識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、保健医療分野、心理支援、多職種連携、倫

理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める（一部はオンライン授業）。ま

た医療分野における公認心理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週3時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成など、①～③に関わる課題学習を行

う。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出状況と実習参加状況により総合的に評価する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

とくに指定しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。医療分野における

学外実習のスケジュールや注意点などを説明する。

第2回　保健医療分野における学外実習事前指導1

医とは何か。医療現場とはどんなところか。医学と医療

ついて理解する。また、医療現場には医師以外にどのよ
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うな職種があるか理解する。

第3回　保健医療分野における学外実習事前指導2

問診とその方法について理解する。神経学的所見の取り

方について学ぶ。医療分野の記録方式「SOAP」法につい

て学ぶ。

第4回　保健医療分野における学外実習事前指導3

高次脳機能障害の症状と支援について理解する。神経心

理学的検査の実施方法を学ぶ。

第5回　保健医療分野における学外実習1

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第6回

　保健医療分野における学外実習2

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第7回　保健医療分野における学外実習3

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第8回　保健医療分野における学外実習4

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第9回　保健医療分野における学外実習5

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第10回　保健医療分野における学外実習6

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第11回　保健医療分野における学外実習7

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第12回　保健医療分野における学外実習8

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第13回　保健医療分野における学外実習9

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第14回　保健医療分野における学外実習10

保健医療分野における学外実習を振り返り、事後指導を

受ける。全体で討議し、学びを振り返り、重要な事項を

まとめる。

第15回　保健医療分野における学外実習11

保健医療分野における学外実習を振り返り、事後指導を

受ける。全体で討議し、学びを振り返り、重要な事項を

まとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ｃ

長谷川　千洋

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

この科目は公認心理師必須科目であり、学外実習科目で

ある。病院、診療所などの医療施設において実習を行い、

保健医療に関わる公認心理師の実践について、特に神経

心理学的アセスメントや高次脳機能障害に関する医療に

ついて深く学ぶ。本実習は、次の（ア）～（オ）の事項

の基本的な水準の修得を目的とする。

（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知

識及び技能の修得。（1）コミュニケーション、(2)心理

検査、(3)心理面接、(4)地域支援等。

（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの

把握及び支援計画の作成。

（ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプロー

チ。

（エ）多職種連携及び地域連携。

（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理

解。

上記（ア）～（オ）の学修のために、実習生はケースを

担当し、実習指導者および教員の事前・事後指導、およ

び帰校日指導を受ける。

なお、この科目担当者は、医療施設において公認心理師
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としての20年以上の実務経験がある教員である。従って、

実習においては現場での実際の関わり方についても細か

く言及しながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．保健医療領域において行われている心理支援につい

て、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知

識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、保健医療分野、心理支援、多職種連携、倫

理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める（一部はオンライン授業）。ま

た医療分野における公認心理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週3時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成など、①～③に関わる課題学習を行

う。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出状況と実習参加状況により総合的に評価する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

とくに指定しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。医療分野における

学外実習のスケジュールや注意点などを説明する。

第2回　保健医療分野における学外実習事前指導1

医とは何か。医療現場とはどんなところか。医学と医療

ついて理解する。また、医療現場には医師以外にどのよ

うな職種があるか理解する。

第3回　保健医療分野における学外実習事前指導2

問診とその方法について理解する。神経学的所見の取り

方について学ぶ。医療分野の記録方式「SOAP」法につい

て学ぶ。

第4回　保健医療分野における学外実習事前指導3

高次脳機能障害の症状と支援について理解する。神経心

理学的検査の実施方法を学ぶ。

第5回　保健医療分野における学外実習1

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第6回

　保健医療分野における学外実習2

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第7回　保健医療分野における学外実習3

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第8回　保健医療分野における学外実習4

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第9回　保健医療分野における学外実習5

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第10回　保健医療分野における学外実習6

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第11回　保健医療分野における学外実習7

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第12回　保健医療分野における学外実習8

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第13回　保健医療分野における学外実習9

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第14回　保健医療分野における学外実習10

保健医療分野における学外実習を振り返り、事後指導を
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受ける。全体で討議し、学びを振り返り、重要な事項を

まとめる。

第15回　保健医療分野における学外実習11

保健医療分野における学外実習を振り返り、事後指導を

受ける。全体で討議し、学びを振り返り、重要な事項を

まとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

心理実践実習Ｃ

石﨑　淳一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。

この科目は公認心理師必須科目であり、学外実習科目で

ある。病院、診療所などの医療施設において実習を行い、

保健医療に関わる公認心理師の実践について、特に神経

心理学的アセスメントや高次脳機能障害に関する医療に

ついて深く学ぶ。本実習は、次の（ア）～（オ）の事項

の基本的な水準の修得を目的とする。

（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知

識及び技能の修得。（1）コミュニケーション、(2)心理

検査、(3)心理面接、(4)地域支援等。

（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの

把握及び支援計画の作成。

（ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプロー

チ。

（エ）多職種連携及び地域連携。

（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理

解。

上記（ア）～（オ）の学修のために、実習生はケースを

担当し、実習指導者および教員の事前・事後指導、およ

び帰校日指導を受ける。

なお、この科目担当者は、医療施設において公認心理師

としての実務経験がある教員である。従って、実習にお

いては現場での実際の関わり方についても細かく言及し

ながら、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．保健医療領域において行われている心理支援につい

て、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知

識・技能）。

2．心理支援・アセスメントの複数の代表的な理論や方

法について、基本的な説明ができ、一部の技法を自ら実

施できる（知識・技能）。

3．公認心理師が関わる心理支援の基本的な事項に関心

を持ち、ケースについて心理学的観点から考えることが

できる（態度・習慣）。

4．公認心理師として必要な連携や倫理について理解し、

基本的な態度を積極的に身につけようとしている（態度

・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、保健医療分野、心理支援、多職種連携、倫

理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また医療分野における公認心

理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週4時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成など、①～③に関わる課題学習を行

う。

＜提出課題など＞

提出課題は授業の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書（20％）、

スーパービジョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

とくに指定しない。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。医療分野における

学外実習のスケジュールや注意点などを説明する。

第2回　保健医療分野における学外実習事前指導1

医とは何か。医療現場とはどんなところか。医学と医療

ついて理解する。また、医療現場には医師以外にどのよ

うな職種があるか理解する。

第3回　保健医療分野における学外実習事前指導2

問診とその方法について理解する。神経学的所見の取り

方について学ぶ。医療分野の記録方式「SOAP」法につい

て学ぶ。

第4回　保健医療分野における学外実習事前指導3

高次脳機能障害の症状と支援について理解する。神経心

理学的検査の実施方法を学ぶ。

第5回　保健医療分野における学外実習1
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保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第6回

　保健医療分野における学外実習2

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第7回　保健医療分野における学外実習3

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第8回　保健医療分野における学外実習4

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第9回　保健医療分野における学外実習5

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第10回　保健医療分野における学外実習6

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第11回　保健医療分野における学外実習7

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第12回　保健医療分野における学外実習8

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第13回　保健医療分野における学外実習9

保健医療分野における実習施設において、実習指導者の

指導を受けながら、支援を要する者への支援を行う。心

理支援の技法を実践して、アセスメントや心理支援等の

技法について基礎的な技能を修める。

第14回　保健医療分野における学外実習事後指導1

保健医療分野における学外実習を振り返り、事後指導を

受ける。全体で討議し、学びを振り返り、重要な事項を

まとめる。

第15回　保健医療分野における学外実習事後指導2

保健医療分野における学外実習を振り返り、事後指導を

受ける。全体で討議し、学びを振り返り、重要な事項を

まとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ｄ

長谷川　千洋

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。公認心理師科目であり、学外実

習科目である。精神科病院、精神神経科診療所などの医

療施設において実習を行い、保健医療に関わる公認心理

師の実践について、特に精神疾患のアセスメントや心理

支援について深く学ぶ。本実習は、次の（ア）～（オ）

の事項の基本的な水準の修得を目的とする。（ア）心理

に関する支援を要する者等に関する以下の知識及び技能

の修得。(1)コミュニケーション、(2)心理検査、(3)心

理面接、(4)地域支援等。（イ）心理に関する支援を要

する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（

ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプローチ。

（エ）多職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師とし

ての職業倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ

）の学修のために、実習生はケースを担当し、実習指導

者および教員の事前・事後指導、および帰校日指導を受

ける。なお、この科目は公認心理師であり医療分野で20

年以上にわたり心理臨床の実務経験のある担当者が、実

践的観点から授業を行う。

＜到達目標＞

1．保健医療領域において行われている心理支援につい

て、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知

識・技能）。2．心理支援・アセスメントの複数の代表

的な理論や方法について、基本的な説明ができ、一部の

技法を自ら実施できる（知識・技能）。3．公認心理師

が関わる心理支援の基本的な事項に関心を持ち、ケース

について心理学的観点から考えることができる（態度・

習慣）。4．公認心理師として必要な連携や倫理につい

て理解し、基本的な態度を積極的に身につけようとして

いる（態度・習慣）。
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＜授業のキーワード＞

公認心理師、保健医療分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また保健医療分野における公

認心理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週4時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成などを行う。

＜提出課題など＞

実習計画書（計画に従い、実習を遂行する）、ケースや

見学に関わる記録他、実習に関わる各種の記録と最終的

な実習報告書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書（20％）、

スーパービジョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。保健医療分野にお

ける学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　保健医療分野における学外実習事前指導1

保健医療分野における学外実習に参加するための事前指

導として、問診の方法、初診時の予備面接の方法などを

学ぶ。

第3回　保健医療分野における学外実習事前指導2

保健医療分野における学外実習に参加するための事前指

導として、精神症状の分類、診断などを学ぶ。

第4回　保健医療分野における学外実習事前指導3

保健医療分野における学外実習に参加するための事前指

導として、保健医療分野に関する法律、特に精神保健福

祉法について学ぶ。

第5回　保健医療分野における学外実習1

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第6回　保健医療分野における学外実習2

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第7回　保健医療分野における学外実習3

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第8回　保健医療分野における学外実習4

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第9回　保健医療分野における学外実習5

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第10回　保健医療分野における学外実習6

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第11回　保健医療分野における学外実習7

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第12回　保健医療分野における学外実習8

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第13回　保健医療分野における学外実習9

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第14回　保健医療分野における学外実習事後指導1

保健医療分野における学外実習を振り返り、事後指導を

受ける。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要

な事項をまとめる。

第15回　保健医療分野における学外実習事後指導2

保健医療分野における学外実習を振り返り、事後指導を

受ける。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要
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な事項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ｄ

三和　千徳

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。公認心理師科目であり、学外実

習科目である。精神科病院、精神神経科診療所などの医

療施設において実習を行い、保健医療に関わる公認心理

師の実践について、特に精神疾患のアセスメントや心理

支援について深く学ぶ。本実習は、次の（ア）～（オ）

の事項の基本的な水準の修得を目的とする。（ア）心理

に関する支援を要する者等に関する以下の知識及び技能

の修得。(1)コミュニケーション、(2)心理検査、(3)心

理面接、(4)地域支援等。（イ）心理に関する支援を要

する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（

ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプローチ。

（エ）多職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師とし

ての職業倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ

）の学修のために、実習生はケースを担当し、実習指導

者および教員の事前・事後指導、および帰校日指導を受

ける。なお、この授業の担当者は、精神科医として医療

機関での臨床業務を30年経験している実務経験のある教

員であり、より実践的な学びを目指す。

＜到達目標＞

1．保健医療領域において行われている心理支援につい

て、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知

識・技能）。2．心理支援・アセスメントの複数の代表

的な理論や方法について、基本的な説明ができ、一部の

技法を自ら実施できる（知識・技能）。3．公認心理師

が関わる心理支援の基本的な事項に関心を持ち、ケース

について心理学的観点から考えることができる（態度・

習慣）。4．公認心理師として必要な連携や倫理につい

て理解し、基本的な態度を積極的に身につけようとして

いる（態度・習慣）。

＜授業のキーワード＞

公認心理師、保健医療分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また保健医療分野における公

認心理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週4時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成などを行う。

＜提出課題など＞

実習計画書（計画に従い、実習を遂行する）、ケースや

見学に関わる記録他、実習に関わる各種の記録と最終的

な実習報告書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書（20％）、

スーパービジョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。保健医療分野にお

ける学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　保健医療分野における学外実習事前指導1

保健医療分野における学外実習に参加するための事前指

導として、問診の方法、初診時の予備面接の方法などを

学ぶ。

第3回　保健医療分野における学外実習事前指導2

保健医療分野における学外実習に参加するための事前指

導として、精神症状の分類、診断などを学ぶ。

第4回　保健医療分野における学外実習事前指導3

保健医療分野における学外実習に参加するための事前指

導として、保健医療分野に関する法律、特に精神保健福

祉法について学ぶ。

第5回　保健医療分野における学外実習1

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第6回　保健医療分野における学外実習2

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第7回　保健医療分野における学外実習3

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に



- 105 -

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第8回　保健医療分野における学外実習4

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第9回　保健医療分野における学外実習5

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第10回　保健医療分野における学外実習6

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第11回　保健医療分野における学外実習7

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第12回　保健医療分野における学外実習8

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第13回　保健医療分野における学外実習9

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第14回　保健医療分野における学外実習事後指導1

保健医療分野における学外実習を振り返り、事後指導を

受ける。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要

な事項をまとめる。

第15回　保健医療分野における学外実習事後指導2

保健医療分野における学外実習を振り返り、事後指導を

受ける。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要

な事項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

心理実践実習Ｄ

竹田　剛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、心理学研究科のDPに示す「公認心理師の主

要5分野等で心理学の専門性を必要とする職業を担うた

めの広い視野に立つ心理学の専門的知識・技能」を学ぶ

ことを目指す。また、同じくDPに示す「心理学の理論と

実践を相互に関連づけることで、諸分野の今日的課題の

解決の方法を見出すこと」、さらに「高い倫理性と強固

な責任感を持って多様な人々と協働し、研究や職務にお

いて主体的な役割を果たすこと」を心理支援の実践を通

して学ぶことを目指す。公認心理師科目であり、学外実

習科目である。精神科病院、精神神経科診療所などの医

療施設において実習を行い、保健医療に関わる公認心理

師の実践について、特に精神疾患のアセスメントや心理

支援について深く学ぶ。本実習は、次の（ア）～（オ）

の事項の基本的な水準の修得を目的とする。（ア）心理

に関する支援を要する者等に関する以下の知識及び技能

の修得。(1)コミュニケーション、(2)心理検査、(3)心

理面接、(4)地域支援等。（イ）心理に関する支援を要

する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成。（

ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプローチ。

（エ）多職種連携及び地域連携。（オ）公認心理師とし

ての職業倫理及び法的義務への理解。上記（ア）～（オ

）の学修のために、実習生はケースを担当し、実習指導

者および教員の事前・事後指導、および帰校日指導を受

ける。

なお、この科目の担当者は公認心理師であり、約10年の

臨床経験を有している。現在も病院の心療内科でカウン

セリングを行う、実務経験のある教員である。実習の中

では、心の病気のありようやカウンセリングの実際の観

点からもコメントを返し、実践的な学びへと方向づけて

いく。

＜到達目標＞

1．保健医療領域において行われている心理支援につい

て、基本的な説明ができ、一部の業務を担当できる（知

識・技能）。2．心理支援・アセスメントの複数の代表

的な理論や方法について、基本的な説明ができ、一部の

技法を自ら実施できる（知識・技能）。3．公認心理師

が関わる心理支援の基本的な事項に関心を持ち、ケース

について心理学的観点から考えることができる（態度・

習慣）。4．公認心理師として必要な連携や倫理につい

て理解し、基本的な態度を積極的に身につけようとして

いる（態度・習慣）。
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＜授業のキーワード＞

公認心理師、保健医療分野、心理支援、連携、倫理

＜授業の進め方＞

授業は実習形式で進める。また保健医療分野における公

認心理師の実践について検討する。

＜履修するにあたって＞

実習マニュアルをよく読んでおくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

週4時間以上の、①アセスメント（観察）や支援の準備、

②支援記録の作成、③実習計画書および実習記録に基づ

く実習報告書の作成などを行う。

＜提出課題など＞

実習計画書（計画に従い、実習を遂行する）、ケースや

見学に関わる記録他、実習に関わる各種の記録と最終的

な実習報告書の作成が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定められた実習参加の状況（10％）、実習記録（20％）、

実習発表（20％）、実習計画書及び実習報告書（20％）、

スーパービジョン（30％）により総合的に判定する。

＜テキスト＞

教科書は使用しないが、適宜参考図書は紹介する。

＜参考図書＞

適宜参考図書は紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

この授業の進め方について説明する。保健医療分野にお

ける学外実習のスケジュールや注意点等を説明する。

第2回　保健医療分野における学外実習事前指導1

保健医療分野における学外実習に参加するための事前指

導として、問診の方法、初診時の予備面接の方法などを

学ぶ。

第3回　保健医療分野における学外実習事前指導2

保健医療分野における学外実習に参加するための事前指

導として、精神症状の分類、診断などを学ぶ。

第4回　保健医療分野における学外実習事前指導3

保健医療分野における学外実習に参加するための事前指

導として、保健医療分野に関する法律、特に精神保健福

祉法について学ぶ。

第5回　保健医療分野における学外実習1

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第6回　保健医療分野における学外実習2

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第7回　保健医療分野における学外実習3

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第8回　保健医療分野における学外実習4

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第9回　保健医療分野における学外実習5

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第10回　保健医療分野における学外実習6

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第11回　保健医療分野における学外実習7

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第12回　保健医療分野における学外実習8

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第13回　保健医療分野における学外実習9

保健医療分野における実習施設である、病院や診療所に

おいて、実習指導者の指導を受けながら支援を要する者

への支援を行う。心理支援の技法を実践して、アセスメ

ント（観察）や心理支援等の技法について基礎的な技能

を修める。

第14回　保健医療分野における学外実習事後指導1

保健医療分野における学外実習を振り返り、事後指導を

受ける。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要

な事項をまとめる。

第15回　保健医療分野における学外実習事後指導2

保健医療分野における学外実習を振り返り、事後指導を

受ける。全体で討議し、前期での学びを振り返り、重要
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な事項をまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

心理的アセスメントに関する理論と実践

小久保　香江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

本講義は、心理学研究科修士課程の学生（1年次）を対

象に開講される選択科目である。医療・福祉・教育現場

に携わる心理師にとって、患者やクライエントを査定す

ることは必須の業務である。それゆえ、心理師の養成課

程において、査定スキルを養うことは最重要ともいえる

課題である。本講義は、国内の医療・福祉・教育機関で

最も用いられるWechsler式知能検査（WAIS-Ⅳ等）を中

心に実施方法の理解、実施の仕方、解釈理論の理解、査

定結果のフィードバック文書の作成の仕方、クライエン

トへのフィードバックの仕方を修得する。

本講義は、心理学研究科修士課程のＤＰに示す、心理学

の専門性を必要とする職業を担うための広い視野に立つ

心理学の専門的知識・技能を身につける(DP1)ことを目

的とする。この科目の担当者は，公認心理師の資格を有

し，15年以上の臨床経験があり，現在も病院に勤務する

実務経験のある教員です。時には，医療における心理学

の役割についても言及しながら，深い学びへと繋げてい

きます。

＜到達目標＞

①Wechsler式知能検査を適切に実施し、正しくスコアリ

ングすることができる。

②Wechsler式知能検査の下位検査および下位因子につい

て、第三者（クライエント等）に的確に解説することが

できる。

③Wechsler式知能検査の結果に関するフィードバック文

書を適切に作成することができる。

④医療現場での心理アセスメントの流れについて理解で

きる。

＜授業のキーワード＞

知能検査、ロールシャッハテスト、公認心理師

＜授業の進め方＞

検査の手続き、スコアリング、解釈に関する講義ととも

に、アセスメントの実施・解釈・フィードバック資料の

作成などを行う。

＜履修するにあたって＞

感染対策をとりながら心理検査の実施を行うことが求め

られます。心理検査実施の進み具合により、授業内容が

一部変更することがあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

国家試験（公認心理師試験）への対策を考慮し、講義前

後の時間を用い、本や資料を丹念に読み込むこと（目安

２時間／週）。

＜提出課題など＞

WAIS-Ⅳおよびロールシャッハテストを実施し、その結

果に関するフィードバック資料を提出することを求める。

提出された資料に対して、コメントを返却する。

＜成績評価方法・基準＞

全授業回数の3分の2以上の出席者のみが単位の認定・評

価の対象になります。

公的な欠席届を提出した場合は原則として出席扱いとし

ます。成績評価は、課題50％、出席状況および授業への

参加態度の積極性50%で総合的に判断します。

課題内容の目的や要点の整理の仕方、方法の明確さなど

について適切に評価し、コメントを伝えます。

＜テキスト＞

授業でお伝えします。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

本講義の内容、感染対策、授業の進め方、成績評価につ

いて説明します。

第2回　知能検査WAIS‐Ⅳ①

WAIS-Ⅳの内容と実施方法について学ぶ。

第3回　知能検査WAIS‐Ⅳ②

WAIS-Ⅳの下位検査の実施と下位因子の理解について学

ぶ。

第4回　知能検査WAIS‐Ⅳ③

WAIS-Ⅳの下位検査の実施と下位因子の理解について学

ぶ。

第5回　知能検査WAIS‐Ⅳ④

IQおよび群指数の算出、臨床的解釈について学ぶ。

第6回　症例から学ぶ１

症例を通して、心理アセスメントを学ぶ。

第7回　症例から学ぶ２

症例を通して、心理アセスメントを学ぶ。

第8回　症例から学ぶ３

症例を通して、心理アセスメントのを学ぶ。

第9回　症例から学ぶ４

症例を通して、心理アセスメントを学ぶ。

第10回　WISC-Ⅳ①

WISC-Ⅳの実施方法と下位検査について学ぶ

第11回　WISC-Ⅳ②

WISC-Ⅳの臨床的解釈について学ぶ

第12回　ロールシャッハテスト①

ロールシャッハテストの内容と実施方法について学ぶ

第13回　ロールシャッハテスト②
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ロールシャッハテストの内容と実施方法について学ぶ。

第14回　ロールシャッハテスト③

ロールシャッハテストの内容と実施方法について学ぶ。

第15回　振り返り

これまでの講義の総括をします。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

保健医療分野に関する理論と支援の展開

三和　千徳

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業は、大学院心理学研究科修士課程専攻の学生を

対象に開講される公認心理師科目であり、心理学研究科

のDP1、3、4を獲得することを目的としている。この授

業では、保険医療分野に関わる公認心理師の理論と支援

の展開、実践について学ぶ。主に、次のような問題にす

る理論と専門的支援方法について学ぶ。ストレスと心身

の疾病との関係、医療現場や保健活動における公認心理

師が関わる多くの疾病、障害と当事者および関係者に対

する心理支援、災害時等に関わる心理支援、また、精神

医療等の医療システムの中でのチーム医療と多職種連携、

その中での公認心理師の役割についても学ぶ。授業では、

参加者が輪番で専門書や学術論文から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う。保健医療分野の問

題について、基礎的な知識のみならず、診断法や治療法、

最近の研究の動向などについて理解を深める。また理論

のみならず、実際の心理社会的な援助に役立つような知

識を獲得することを目標とする。なお、この授業の担当

者は、精神科医として医療機関での臨床業務を30年経験

している。実務経験のある教員であり、より実践的な観

点から講義を行う。

＜到達目標＞

保健医療分野の問題について、基礎的な知識のみならず、

診断法や治療法、最近の研究の動向などについて理解し、

説明できることを目標とする。

＜授業のキーワード＞

精神医学、DSM-5、ICD-11、統合失調症、うつ病、双極

性障害、不安症、強迫症、神経発達症

＜授業の進め方＞

保健医療分野の問題について参加者が輪番でテキストや

学術論文から担当範囲をまとめて報告し、教員からその

治療や研究の最近の動向を講義し、参加者全員で討論を

行う。また、小テスト（Microsoft Forms）の提出をも

って出席とする（出席カードの配布なし）。小テストの

正答や学生からの質問は次回以降の授業でフィードバッ

クを行う。

＜履修するにあたって＞

発表を担当する保健医療分野のテキストを読むことは当

然として、それに関連する学術論文なども読んでおくこ

と。また発表する保健医療分野の問題については、必ず

DSM-5とICD-11の両方を用いて発表・考察すること。発

表は必ずレジュメを準備すること。絶対に無断欠席をせ

ず、自分の発表に関しては責任を持ち、やむを得ず発表

ができない場合には事前に他の人と交渉して交代するこ

と。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、テキストと関連する学術論文を読んで、

発表の準備をする（目安として2時間）。事後学習とし

て、教員から解説・指摘された点や、質疑応答で扱われ

た点を調べ、理解を深める（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

発表の方法や小テストについては授業の中で提示する。

＜成績評価方法・基準＞

3分の2の出席で評価の対象となる。発表の内容（50％）

や小テスト（50％）にもとづき総合的に評価を行う。

＜テキスト＞

子安増生（監修）　「公認心理師のための精神医学　精

神疾患とその治療」　金芳堂

＜参考図書＞

必要に応じて授業中に提示する。

＜授業計画＞

第1回　本演習に関するオリエンテーション

演習の進め方などのオリエンテーション

第2回　精神疾患のみかた

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う

第3回　精神疾患の診断

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う

第4回　精神疾患と薬物療法

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う

第5回　心理療法・支援の基本

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う

第6回　リエゾン精神医学と心理支援

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う

第7回　多職種協働と医療連携

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う

第8回　統合失調症

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う

第9回　うつ病、双極性障害

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う
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第10回　強迫症、不安症群、適応障害

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う

第11回　神経発達症群

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う

第12回　注意欠陥多動性障害、チック障害

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う

第13回　児童思春期における心理的問題

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う

第14回　女性の心理的問題

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う

第15回　高齢期における心理的問題

参加者が輪番で専門書や学術文献から担当範囲をまとめ

て報告し、参加者全員で討論を行う


